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小田原市風祭滝の磯層の発見

今永勇・生命の星－地球博物館岩石ボランティアグぉループ（ロックグループ）

Isamu Imanaga and Earth-science Volunteers of the Kanagawa Prefectural Museum 

(Rock Group): Discovery of a Gravel Bed at Kazamatsuri Fall, Odawara City 

はじめに

早川｜は，箱根火山を渓谷をなして流れ， 山地から

で、た箱根町湯本よりj可口まで、の約 4kmは谷底平野が

100一300mの幅で

向に流れ，風祭で流れが右に曲がり，向きを東，次

いで南東に変えて相模湾に流入する（図1）。箱根町

湯本より下流の早川の両岸は，Kuno (1950), 平田

( 1999）によると，右岸は3 湯本から入生田太閤橋付

近まで箱根火山新期外輪山溶岩が平坦面を作り，左

岸は湯本から風祭を経て箱根板橋まで箱根古期外輪

山溶岩が山地を作っているほか， わずかな軽石流堆

積物が分布する。

風祭には，国立箱根療養所から北西に入る小谷が

あり， 奥の海抜約80mtこ南面する滝がある（図 1）。

滝は， ｜幅約 15m高さ約 l1 mの崖にかかり， 滝幅約

3.5mで、落差が約 l1 mで、ある。滝は，溶岩に掛かっ

ているが， 滝の下部に溶岩に覆われて磯層が現れて

いるのを発見した。今回この磯層について述べる。

早川沿いの礎層

早川に沿って段E磯層が分布していることが知られ

ている。Kuno(1950）の地質図には，火山円磯岩

(CC2）として図示されている。湯本駅北側の白岩地蔵

のある斜面や湯本ほまれ橋横等に見られるような段丘

磯層である（袴田， 1993）。これらの他に磯層が溶岩

に覆われているところがある。溶岩層に覆われている

磯層は，湯本茶屋の天成圏内にある玉簾の滝の磯層

（天野， 1971；袴田， 1993）と今回発見した風祭の

滝の磯層である（図 1）。

湯本茶屋の玉簾の滝は，海抜約 160mの高さに掛

かる幅約30m，高さ約20mの滝で，新期外輪山溶岩

に磯層が覆われ，新期外輪山溶岩と牒層の聞から湧

水が出て滝を形成している（天野，1971；袴田，1993）。

この磯層は，早川凝灰角磯岩，須雲川安山岩類を覆

い， 径lm以下の亜角磯と円礁で、安山岩が多い。 T~駐

層を覆う溶岩は， 厚さ数mから数 10mで、縦方向の節

理が発達し， 溶岩最下部にクリンカーをともなう（平

田・袴田， 1991，袴田， 1993）。

早川に沿う平坦面を平行線で示す）



図2 風祭滝の位置と溶岩サンプル採集地点図 1 入生田しだれ桜上流20m,2 風祭宝泉院西，3 風祭宝

泉院西 ＇ 4 風祭の滑り滝， 5 風祭富士山，6 旧温泉地学研究所裏， 7 太閤橋奥

一方，風祭の滝の磯層では，溶岩と磯層の境界

からは水が湧き出していなし、。 また風祭の滝の溶岩

は，斑晶質普通輝石紫蘇輝石安山岩である。滝の数

10 m上流に流理構造を示す細粒斑晶質安山岩溶岩

がj骨らかな滝をつくっている。この流理のある溶岩は，

風祭の滝の溶岩を覆うものと考えられる。

風祭の滝の楳層

滝の場所は，風祭の国立療養所の北西約 100m 

で，国立療養所から北西に入る小さな沢の奥深く入っ

た海抜約80mの地点で、ある（図2）。崖幅 15m，高

さ約 l1 mの崖lこ幅 3.5mの滝が崖の右端にかかって

いる（図 3）。滝は，溶岩の表面から落ちており，溶

岩流に覆われて磯層がある。崖の上部約 7mが，溶

岩であり，崖の下部2.8m以上が磯層で、ある。

磯層と溶岩との境界は， 現在の早川の河床より約

40m高い位置にある。風祭の滝の磯層の上に分布す

図3 風祭の滝

る溶岩は，斑晶質の普通輝石紫蘇輝石安山岩であ

り，滝より数 10m上流の滑らかな滝を作っている溶岩

は，滝の溶岩の上位の溶岩ι思われるが，微品質で
珪酸分を59.9%含んでいる（表 1）。

表1 湯本一風祭付近の箱根火山溶岩の分析値 （分析者今永勇）

NO. 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

I也J点
紹太寺 風祭宝泉寺 風祭宝泉寺 風祭滑沢；竜 風祭富士山 旧温地研長 太閤橋南 玉だれの滝 阿弥陀寺 扉嵐山
しだれ桜 380m 甘酒茶屋

Si02 60.64 55.11 54.93 59.85 55.23 56.00 57.19 56.18 51.69 66.68 
Ti02 1.11 0.97 0.97 0.83 1.01 0.84 1.14 0.86 0.71 0.76 
Al20a 15.03 17.81 17.55 17.51 19.72 19.60 16.32 17.16 21.35 15.35 
FeO 10.03 10.29 10.17 7.74 8.79 8.10 10.35 9.42 9.23 5.54 
MnO 0.17 0.15 0.16 0.15 0.13 0.13 0.16 0.16 0.15 0.15 
MgO 2.41 4.14 4.23 2.10 2.66 2.24 2.85 4.13 4.15 1.24 
Cao 6.43 9.11 9.50 7.26 9.85 8.92 7.79 8.67 9.58 4.39 
Na20 3.53 2.32 2.38 3.48 2.76 305 3.05 2.85 2.87 4.41 
K20 0.74 0.52 0.53 0.76 0.60 0.52 0.78 0.44 0.47 0.86 
P205 0.14 0.10 0.10 0.14 0.13 0.12 0.15 0.09 0.05 0.17 
TOTAL 100.20 100.50 100.50 99.82 100.90 99.51 99.79 99.94 100.30 99.55 
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今回発見した風祭の滝の磯層は，磯層と溶岩との

境界が海抜約84mで、あるo 礎層は，滝の下部に現

れていて厚さ2.8m以上。離は最大径が l.2mで，1 

m大の亜角礁と3cm大以下の円礁の集合である。lm 

大から50cm大の亜角牒と 30cm以下の円磯が偏在し

ていて， 巨礁が上部に集まり， 大 ・ 中T~が下部に集

まっている（図4）。礁は，古期外輪山の安山岩離で3

礁と1燥が接し，基質はスコリア質粗砂細砂でフk平に

ラミナがある。牒層を溶岩流が覆っていて，溶岩層は

見かけ上ほぼ水平に堆積している。溶岩層は，縦に

節理が生じ溶岩の下部にクリンカーを生じている。

図4 風祭の滝磯層と磯層を覆う溶岩

早川沿岸の溶岩

湯本より下流には， 右岸に新期外輪山溶岩がつく

る平坦面が在り， 左岸にはこれが認められていない

(Kuno, 1950）。しかし下流側から上流を遠くから眺め

ると左岸の山の斜面200mから300mtこ同じような平坦

面が狭いが観察できる （図5）。

風祭の滝周辺の箱根火山溶岩を全岩分析し採集

地点と分析値を表1と図2・図6に示した。入生田太

閤橋の林道の溶岩 （NO.7）は，珪酸分57.19%の斑

品の少ない安山岩で板状に薄く剥げる流理構造があ

る。この溶岩は， iくuno(l950）により新期外輪山溶岩と

されたものである。箱根扉風山の甘酒茶屋の新期外

輪山溶岩（N0.10）は板状に剥げる流理構造が良く似て

しもが，こちらは珪酸分66.68%の斑晶の少ないデイ

サイトである。早川の左岸紹太寺のしだれ桜の北側に

現れる溶岩（NO.l)は，斑晶の少ない珪酸分60.64%

の安山岩溶岩である。風祭の滝の上流の滑り滝の溶

岩（N0.4）は， 珪酸分59.85%の安山岩で斑晶の少な

い安山岩であり， 一部薄く剥げる流理構造を示す。湯

本主簾の滝の新期外輪山溶岩とされている溶岩

(N0.8）は， 珪酸分56.18%を示す斑晶質普通輝石紫

蘇輝石安山岩である。入生田の旧温泉地学研究所

図5 早川谷の上流を見た遠景l 右岸側の新期外輪山溶岩の平坦面と同じような平坦面が左岸にも認められる

3 
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図6 早川両岸の尾根地形をNESW方向の垂直面に投影した図

裏の溶岩（N0.6）は珪酸分56%の安山

岩 ，風祭宝泉寺の溶岩（N0.2,3）は珪

酸分55%前後の安山岩1 風祭の富士

山の溶岩（N0.5）は，珪酸分55.23%

の安山岩で，これらは斑品質普通輝

石紫蘇輝石安山岩で成分的に玉簾の

滝の安山岩に近い。早川沿岸のこれ

ら溶岩の分析値をAFMダイアグラムに

フ。ロットすると，倉沢（1968）による古

期外輪山溶岩の区域に入る（図 7）。

またハーカー ・ダイアグラム（Si02-

P2Q5）にフ。ロットすると， 珪酸分5561 

% , P205約0.10.15%の範囲にあり，

これは高年ほか（2002）の古期外輪

山溶岩の区域に入る（図的。以上，

Kuno(l950）の新期外輪山溶岩（表 lの

N0.7, 8）を含む早川沿岸の溶岩を化 A(NazO+KzO) 

風祭の滝の燦層

F(FeOtotal) 

学組成から新期外輪山溶岩と古期外 図7 AFMダイアグラム （数字はサンプル番号を示す）

輪山溶岩に区分することは難しい。

PzOs (wt%) 

早川の形成史 0.35 

0.3 

7，太閤橋南
0.25 

M(MgO) 

箱根火山は，二重のカルテ。ラから

できている三重式火山である。 カノレ

デ、ラがで、きる度にカルデラ内に水が溜

まり，カルデラ湖が形成され，カノレテ、

ラ壁からあふれ出た水は，外輪山を

浸食して渓谷を作った。 ku n o 

(1950），町田（1977），袴田（1993),

平田 （1999），小林（1999）等の研

究をもとに早川の形成史を六期に分け

て記すと次のようになる。

0.2 

:r, ,4，風祭滑り滝i
5，風祭富士山 ι.J /l，紹太寺しだれ桜

第一期 ：箱根火山の活動の初期

は，成層火山をつくり，成層火山の斜

面に幾つかの谷川が形成されていた。

第二期 ．初期の成層火山は，大規

¥ I ¥/, ，／ ・

0.15 12,3：，宝集？と“’ ； 、1o ~ 扉風山甘酒茶屋
0.1 ト 、 ~；；.：＇~i:c= 6，温地研裏 I

ー ＼＼＼

< 8玉簾の滝
・．吃一ーマ…0.05 

~ 9，阿弥陀寺~80m地点。
45 50 55 60 65 70 

Si02(wt%) 

図B ハー力一・ダイアグラム （Si02P20s) 
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・早川左岸の溶岩・新期外輪山溶岩



模な軽石噴火により，山頂部が陥没あるいは崩壊して

古期カルデ、ラを形成したO カルデラ内に湖水が貯ま

り， やがてカルデラ壁の低まりからカノレデ、ラ外に溢れ出

して谷川を形成した。溢れ出た川が，古早川となった。

第三期 ：カノレデラ内にカノレデ、ラを埋めるように新期

外輪山の元になった盾状火山が形成された。 この火

山の溶岩流が古早川の谷を流下して風祭付近まで埋

め立てた。この活動は，古期外輪山を埋めてしまうほ

ど多量の溶岩を流出するに至らず， 古早川の谷は，

埋められて浅くなった谷として残された。

第四期・次にカルデラ内の盾状火山が大規模な軽

石噴火を起こし，盾状火山の中央部が陥没して古期

カルデ、ラより小規模な新期カルデラが形成された。こ

の噴火時の軽石流は，早川の谷では，風祭付近に

堆積した。新期カルデラ内に湖水が貯まり， 湖水が

溢れ出し新期外輪山溶岩と古期外輪山溶岩との境界

部を浸食して再び早川渓谷を形成した。

第五期・新期カノレデラ内に中央火口丘の火山群が

活動し，中央火口丘活動初期の山体崩壊による土石

流が，早川の谷を埋めたほか大平台，宮ノ下の平坦

面を形成した。

第六期谷は，下刻されて現在の深さの早川渓谷

が形成され， 湯本より下流には砂蝶が堆積して谷底

平野が形成された。

風祭の滝碑層の形成

早川の風祭付近の古期外輪山溶岩の基底の高度

は， 風祭の温泉ボーリングによると海面下であり

(Kuno et. al.,1970；久野原著， 1972），風祭の滝の

磯層の海抜高度約80mは，古期外輪山溶岩の基底

の高度より高い。 風祭の滝の磯層は， 古期外輪山溶

岩上を流れた川の堆積物で、あった可能性が大で、ある。

早川の左岸の斜面に200mから300mの平坦な地

形面が認められ， この面が新期外輪山溶岩のつくる

平坦面である可能性が考えられる。そして全岩分析

値からは， 風祭の滝磯層をおおう溶岩流が新期外輪

山溶岩である可能性が考えられる。

風祭の滝は7 約80mの位置にあり， 早川の現河

床との高度差は， 約40mで、あるO また湯本の玉簾の

滝は，高度約160mで、あり，現早川河床との差は，約

40 mで、ある。玉簾の滝の延長層と風祭の滝の磯層は，

機種，堆積状態が似ており，且つ現河床からの高度

差 ，溶岩に覆われている状態が似ていることから両磁

層が同時代の堆積である可能性が考えられる。時代

が同じだとすれば，古早川の河川勾配が現河床の勾配

とほとんど変わらなし、ことになる。 早川右岸の新期外輪

山溶岩の平坦な地形面の勾配とも良く似てしも（図6）。

5 

風祭の滝の磯層は，前述の早川形成史における

第一期の土石流堆積物である可能性も否定できない

が，第二期の終わりに堆積した土石流堆積物であり，

当時の河川勾配が現在に近い傾斜で、あった可能性が

大であると考えられる。

しかし，i深層を覆う溶岩が新期外輪山溶岩だとす

ると，早川右岸の新期外輪山溶岩の基底の高度と比

べて高くなる。早川｜の谷に沿って断層があり，右岸が

沈降したと考えないと説明が付かない。

また風祭の滝の磯層の位置が谷の斜面の奥にあ

ることから古早川の流れは，真っ直ぐに北東に，水之

尾から荻窪方面に向いていた可能性も考えられ， 今

後この方面のボーリング資料などの検討が必要である。

おわりに

溶岩の全岩分析は，東京大学海洋研究所のXRF

を使用した。使用を許可いただいた同研究所，指導

いただいた石井輝秋博士に謝意を表す。
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長沼層産軟体動物化石について

奥村清

Kiyoshi Okumura: List of Molluscan Fossils from the Naganuma Formation in 

Yokohama, Kanagawa Prefecture 

はじめに

大塚弥之助（193 7）が，横浜市戸塚区から藤沢

市東部にかけて分布する中部更新統に対して長沼層

なる名称を与えて以来，本層は軟体動物化石を多産

することなどから，広く知られるようになり，多くの論文

が書かれた（例えば， Ujiieand lくagawa,1963；石井，

1975など）。特に， 1970年以降1990年にかけては，

大規模な宅地造成工事のため，長沼層の化石は多

量に掘り起こされる結果となった。その際，筆者は藤

沢市村岡天岳院，横浜市戸塚区飯島町南谷をはじ

め，各地から多数の軟体動物を採集したが，その後，

長沼層の化石産地はすべてコンクリートで、覆われてしまっ

たため， 現在では，長沼層の化石採集はほとんどでき

なくなってしまったO そのような事情もあって， 今回筆者

が採集した化石を整理して，神奈川県立生命の星 ・地

球博物館に害贈させていただくことにした。 今回寄贈さ

せていただく軟体動物化石は， 6産地産176種である。

次に，化石産地および化石の産状について略記

し，産出化石のリストを示す。リストは黒田ほか（1971)

及びOyama(l973）によった。今後改めて，これら化石

群集について解析を行い，長沼層の堆積環境などを

明らかにしていきたいと考える。

化石の寄贈に関しては，元神奈川県立生命の星・

地球博物館今永勇氏に大変お世話になったO 記して

感謝の意を表す。

化石産地および産状

( 1 ）武田薬品工場裏（化石産地 1) 

藤沢市村岡，武田薬品湘南工場北方宅地造成地

北西すみ。海抜高度約40m。高谷火山灰層下1～

2m下の層準にあり， 固くしまった青灰色シノレト層から

点在的に産出する。 大きく成長した Pθcfθ n 

(PatJi10pecten) tokyoensfs (J)韮也が極めて多い。ほヒ

んど合殻のまま産出し，破損したものはまれである。

産出密度は小さい。多産する化石は Pθctθ 刀

(Patinopecten) tokyoensfsσ）lii-P, Dental/um 
octangulatum, Angulus vestaliofdesでき〕る。
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( 2）天岳院（湘南墓地）（化石産地2)

藤沢市天岳院下， 天岳院墓地造成工事に伴って

産出した。藤沢市藤が丘中学校東南東約 300mのと

ころにある。海抜高度は55～60ffi0 層準を決定す

る鍵層は見あたらないが， 周囲の露頭から判断して，

少なくとも， 高谷火山灰層の上方へ 10mは離れてい

ると推定される。含化石層はやや凝灰質で， 青灰色

（風化面で、は黄褐色）を呈する砂質シルト層。化石は

密集しており，異地性のものであるが，員殻の破損は

比較的少ない。多産する化石は Homalopoma

smussitatum, Cly号ymerfsvestita, Pecten (Notovola) 

naganumanus, Anomfa cymatfum, Fulvia mutica, Solen 

g1加 dis,Ba1刀θadilatataで、ある。本化石産地の化石に

ついては別に奥村(1990）の報告がある。

( 3）県道脇（化石産地3)

鎌倉市玉縄，県道小袋谷一藤沢線，藤沢鎌倉

市境付近の切り通し。武田薬品湘南工場北方約lkm。

海抜高度約40m。Ujiieand Kagawa(l963）はこの地点

で火山灰層タヤスコの挟在を認めている。 Ujiieand 

Kagawa (1963）の柱状図では，本化石の産出層準

はタヤスコの上方数mのところにある。 属相は無層

理 ，青灰色を呈する固くしまった砂質、ンノレト層O 化石

は散在的に産出。 二枚貝には合殻したものが多い。

保存状態はよく，現地性のものである。多産する化石

はSiphonalfamodeffcata, Sfphonalia f usofdesである。

( 4）東海道線久保谷踏み切り東側（化石産地4)

横浜市戸塚区長沼。この露頭は上記踏み切りから

東へ 10数m離れている。海抜高度は約 10m0化石

産出層準は火山灰層タヤスコの下8～9mtこ位置する

ものと思われ，長沼付近では，もっとも下位の層準に

属する。化石は長沼層下限の不整合直上にある厚さ

1 Ocm～lmの基底磯層中に吹き寄せ状の産状を示

す 。保存状態は比較的よい。 多産する化石は



Chlamys (Clamys）危JTerinipponensis, Pecten (Notovola) 

albicans naganumanus, Anomia cytaeumである。

(5）下倉田（化石産地5)

横浜市戸塚区長沼町下倉田宅造地一帯。含化石

層の層準は海抜高度 15～20m。 露頭では，タヤス

コを直接観察することはできないが，海抜高度および

走向傾斜から判断して化石はタヤスコよりやや上位の

層準に含まれているものと判断される。青灰色，やや

硬くしまった砂質シノレト層中に吹き寄せ状に密集して

産出する。 保存状態は比較的よい。 多産する化石

l'i, Umbonium (Suchium) costatum, Siphonalia 

modiffcata, Sydaphera spengleriana, !nquisitorje母eysi1;

Lophliotoma (Lophioturris) leucotropis, lucinoma 

concentric umであるそ。

(6）南谷（化石産地6)

横浜市戸塚区飯島町南谷，南飯島団地造成現

場 。海抜高度約40m。化石産出層準は長沼層基底

の不整合面より上方10数mのところにある。不整合面

よりその上方約 10mの聞は青灰色のシノレト層， その

上方は黄褐色～青灰色のシルトと中粒砂からなる。化

石はこの黄褐色～青灰色の地層に含まれる。 含化石

層は厚さ約5m。吹き寄せ状，かなり高密度に分布す

るが，保存状態は比較的よい。多産する化石は，

Umbonium (Suchium) costatum, Pecten (Notovola) 

albicans naganumanus, Anomia cytaeumである。

特徴的な化石種

長沼層から産出する化石は表 Iに示したとおりで

ある。 このちも、 Pee ten (Noto vol a) albicans 

naganumanus及＿lfPecten (Patinopecten) tokyoensis 

は，長沼をのぞく長沼層の全域から，しカも上倉田を

除くと，産出頻度は中程度以上である。 神奈川県内

民誌いてPecten(Patinopecten) tokyoensisを産也ーす

るほほ同時代と考えられる地層には， 大磯丘陵の二

宮層及び三浦半島の宮田層があるが， 二宮層には

Pecten (Notovola) albicans naganumanusヒヒもf-::_Pecten

(Notovo/a) albicans albicansが L県柏， 1もも叫， 主｝c,

官直下室kこはPecten(Notovola) albicans naganumanus 

は主っTこ〈主主せす， Pecten(Notovola) albicans albican 

を多産する（堀越・小菅， 1971，奥村ほか， 1979）。

これらの事実は今後，長沼層，二宮層，宮田層の対

比を考える上で重要なヒントを与えるものと思われ，今

後の研究課題である。
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表 11. 長沼層産軟体動物化石産出地及び産出頻度

番号 A寸U一． 名 手口 名
産 I也

武田 天面 県道 長沼 倉悶 南谷
ユキノカサガイ科 Acmaeidae

1 Acmaea (Niveotectura) pallida (Gould) ユキノカサガイ c 
シキウズガイ科 Trochidae

2 1hstichotrochus consors (Lischeke) コシダカエヒスガイ r 
3 Cafliostoma shi11agawae1111se cipangoanum Yokoyama c c c 
4 Cantharidus hirasei (Pilsbry) カイドウチグサガイ r 
5 Enida japonica A. Adams ハグノレ7 シタダミ r 
6 Umbonium (Suchium) giganteum (Les回 n) ダンベイキサコ c c 
7α•11bo11ium (Suchium) costatum (Kiener) キサゴ f v v 
8 Tu rc1ca coreensis Pease 7 キアゲエピスガイ c 

ヒメカ歩ベガイ科 Liotiidae 

9 Dentarena Joculosa (Gould) ハグノレマヒメカタベガイ f 
10 Liotinana semicfathratula (Sch工enck) ヒメカタヘガイ

リソツポ科 Ri ssoi n i dae 

11 Costalyma costulata (Dunker) スジウネリチョウゾガイ f 
リュウTンサザエ科 Turbinidae

12 Homalopoma amussitata (Gould) エゾサンショウガイ v 
イソマイマイ科 Tornidae

13 Sigaret.臼nusplan us A. Adams イソ7イマイ c 
ムカデガイ科 Vermetidae

14 f匂加etusde.β・enatus (Yokoyama) c 
15 Vennetus tokyoensis Pilsbry クビタァへピガイ c 

モツポ科 Diastom』dae

16 Batillana zonalis (Brugui色re) イボウミーナ c 
17 Cfathrofenella reticulata (A. Adams) ヌノメモツボ r 

ミジンウキツボ科 Litiopidae

18 D1ffalaba picta <A. Adams) シマハマツボ f 
ヒゲマキナワポラ科 Trichotropidae

19 lphinoe unican]1atus Sowerby ネジヌキガイ r 
カリパガイ科 CaI yptrae i dae 

20 Ca/yptraea yokoyamai Kuroda カリノ、ガサガ、イ a 
21 Ergaea walshi (Reeve) ヒフフネガイ f c 

9マガイ科 Natic idae 

22 Tanea tabulans Kuroda ユノシダ7 ガイ c 
23 Ciyptonatica 1a11thostomoides (Kuroda & Habel エゾタ7ガイ f a f c 
24 c.ヴptonaticarussa (Gould) キクノタマガイ f 
25 Neven'ta (Glossaulax) vesicahs (Philippi) ヒメツメタガイ c c 
26 Neverita (Glossaulax) hosoyai Kira ホソヤツメタガイ c 
27 Neverita (Glossaulax) reiniana (Dunke】） ノ、ナツメタガイ c a a c c 
28 Neve1ita (GlossaulaxJ did;m1a (Roding) ツメタガイ a 
29 Eusp1Ja p1Ja (Pilsbry) タ7 ツメタガイ c 

ザクロガイ科 Eratoidae 

30 Proterato (Sulcerato) callosa (Adams & Peeve) ザクロガイ f 
うZカフガイ科 Cypraeidae

31めぅDJ羽田 sp f 
フジツガイ科 Cymatiidae 

32 Tunit1吋011sp f 
33 Reticutn白ntenuih1計四（Lischke) ナガスズカゲボ7 c 
34 Cymatium (Panul，出 18)subpyrum (Yokoyama) r 

35 Charania sa uhae (Reeve) ボウ、ンュウボフ r a c 
36 Charania sauliae macilenta Kuroda ナンカイボァ

37 ChaJοnia sp I 

ヤツシロガイ科 Tonnidae

38 Tanna Juteostoma (Kuster) ヤツシロガイ a f c 
アクキガイ科 Muricidae 

39 Reishia b1・・01111i(Dunker) レイシガイ c 
40 Manc1]1ella echinata (Blainville) ウニレイン c 
41 Pteropurpura stimpsoni (A. Adams) シキシマヨウフクガイ r 

42 Ocenebrellus aduncus (Sowerby) イセヨウフクガイ r 

43 Trophon cf. candelabrum (Reeve) ツノオリイレ（つ） f 
44 Tugonaphera口・enifera(Sowerby) ヘソアキオリレイボフ r 

告モトガイ科 Pyrenidae

45 Mitrella bicincta (Gould) ムギガイ f 
46 Zafra s1]1e11sis (Sowerby(G.B.III)) ケシマツムシ r 
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表 1-2. 長沼層産軟体動物化石産出地及び産出頻度

番号 A寸M一． 名 手口 名
産 地

i武田 天岳 県道 長沼 倉田 商谷

エゾパイ科 Buccin i dae 

47 Siphonalia mikado Pilsbry ミカドミクリガイ c 
48 Siphonalia aspersa Kuroda & Habe アァボリミクリガイ c 
49 Siphonalia spadecea (Reeve) 7ユツクリガイ c f 1 
bO Siphonalia modefica ta (Reeve) セコボラ v a v a 
51 Siphonalia fill'oides (Reeve) トウイトガイ r v c a 
52 Siphonalia trochulus tokaiensis Kira アフボリミオツクシ c 
53 Volutharpa cf. penyi (Jay) モスソガイ c 

オリイレヨフパイ科 Nassari i dae 

54 Reticunassa japonica (A. Adams) キヌボフ c c 
55 Nassarius (Zeuxis) caelatus (A. Adams) ノ、ナムシロガイ f 

イトマキポフ科 Fasciolariidae 

56 Fus1iws fe1n1g1i1eus Kuroda & Habe コナガーシ c 
57 Fusinus perplexus (A. Adams) ナガニシ f c 
58 Granuhfusus sp f 

マクフガイ科 01ividae 

59 Olibella spretoides Yokoyama ワタソコボタノレガイ c 
フデヒ告チオピガイ科 Volut四nitridae 

60 Pusia discola1ia (Reeve) ハマオトメフプガイ c 
フデガイ科 Mitridae 

61 Nebulan'a 1i1qwiiata (Reeve) フプガイ c 
コロモガイ科 Cance11 ar i i dae 

62 Ca11cella1ia伐ydaphera)spengleriama (Deshayes) コロモガイ a v c 
63 Tn'gonaphera c1日・1ifera(Sowerby) へソアキオリレイボウ f 

クダボフ科 Turridae 

64 Elaeocyma匂J}e11d1illia)braunsi (Yokoyama) リンドウグダマキガイ c 
65 Elaeoιyma (Elaeocyma) glab1iuscula (Yokoyama) ミガキヒメモミジボァ c 
66 Horaiclavus shitoensis Oyama シトウイグチ c 
67 Pa1配frillianivalioides (Yokoyama) ーノ《ヒメ シヤジタ

68 Jnquisitorjeffi'eys1i (Smith) モミジボラ a v a 
69 Jnquisito1・ tuberosa (Smith) ウネダカモミジポフ c c 
70”'Comitas yokoya111a1”（Oyama) ヨコヤ7チピクダマキ f 
71 Makiyamaia c臼’eanica(Adams & Reeve) チョワセンイグチガイ c 
72 Lophiotoma (Lophiotu11is) Jeucotropis (Adams & Reeve) クダマキガイ v r 

カケノコガイ科 Terebridae 

75 Noditerebra (Noditerebra) recticostata (Yokoyama) スグウネトクサ f c 
76 Laen'acus pustulosa (Smith) ホソコゲチャクケ c 
77 Strioterebrum se1りtium(Adams & Reeve) ヒメキリガイ c 
78 Punctoterebra (G1ヨnuliterebra)bathyrhaphe (Smith) イポヒメ トクサ f 

トウガヲガイ科 PyramidelI idae 

79 Ti'be1ia (Orinella) psedopulchella (Yokoyama) ーヨリ クチキレ f 
80 Tiberia (Orinella) pulchella (A. Adams) クチキレガイ f c 
81 Turbo111Jla白smunda)a必ctuosa(Yokoyama) ヨコスジギリ f 

イトカケガイ科 Epitoniidae 

82 Ac11Jla acuminata (Sowerby) ウネナシイトカケガイ f 
マメウフシマガイ科 Ringiculidae 

83 J¥lficmglyphis ;'aponica H.百.be ワフベマメウァシ7 ガイ c 
84 Rii1gccula dolia1is Gould 7 メウマシマ v r 

スイフガイ科 Scaphandri dae 

85 Rhizoms cylindre//us (A. Adams) c c 
86 Adamnestia japonica (A. Adams) クダタ7ガイ c 

ツノガイ科 DentaI i i dae 

87 Dentalium octangulatum hexagonum Gould ムカドツノガイ v f c r 
88 Dentalium仏ntalis)septe11t1io11ale Kuroda キタノツノガイ f c 
89 Dentalium {A11talis) we1i1kauffl' (Dunker) ツノガイ c 
90 Laevidentalium longtoidi Habe ミガキツノガイ c 

シワロウバイガイ科 NucuI an i dae 

91 Saccella gordonis (Yokoyama) ゴノレドンソデガイ v f c 
92 Saccella confusa (Hanley) ゲンロクソデガイ

c 
93 Nuculana (Nuculana) yokoyamai Kuroda アフボリ ロウハイ

I 
マメクルミガイ科 Nuculidae 

94 Acila (A口la)divaricata (Hinds) オオキ77ガイ
c 

95 Ac1Ja臼cila)mfrab1Jis (Adams et Reeve) ツク シキフラガイ c c 
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表 13. 長沼層産軟体動物化石産出地及び産出頻度

番号 戸寸主4こー 名 和 名
産 士也

立七回 天岳 県道 長沼 倉田 南谷
オオシフスナガイ科 Limopsidae 

96 Limopsis (Nipponolimopsis) nipponica Yokoyama ヤマ トマメシフスすガイ c 
告マキガイ科 GIycymer i dae 

97 Glycymens (GlycymeJis) vesti臼 <Dunker) タマキガイ v c r 
98 G/ycymeris (Glycyme1is) rotunda (Dunker) ベーグリガイ c 
99 Glycymθ•1is (Glycymens) albolineata (Dunker) ベンケイガイ

c 
100 Glyり＇men・s(Tucet1Jla) p1lsbryi (Yokoyama) ヒロ ドタマキガイ c 
101 Glycymens (Tucetonella) m und.θ （Sowerby) コゲツネガイ c 

フネガイ科 Arci dae 

102 P01白・n・usdalli (Smith) シコ口エガイ f 
103 Porte1ius dalli obliquatus (Yokoyama) f 
104 Ba1古2白a円i・escens(Reeve) カリガネエガイ f 
105 Striarca「Verilarca)Ii1terplicata (Grabau & King) ヨコヤマミミエガイ f 
106 Scapharca broughtoni (Schrenck) アカガイ f c 
107 Scapharca cf. broug:htnni (Schrenck) アカガイ（つ） f 

イガイ科 Myti I idae 

108 Mndiolus (Moゐolus)modiolus dlffi"c1l1s (Kuroda & Habe) エゾヒバリガイ c a 
109 Mndiolus li1odiolusia) elongatus (Swainson) カァスノマクフガイ c 
llO Mndiolus sp 

ハポウキガイ科 Pi『midae

111 Atrina (Serbatrina) pect1i1ata japonica (Reeve) タイフギ c 
イ：）！ヤガイ科 Peeti nidae 

112 Chlamys fα・1Jamys) fan-eri nipp朗自国s(Kuroda) アズマーシキガイ c v c a 
ll3 Chlamysαdimachlamys) nobilis (Reeve) ヒオオギガイ

c c 
114 品 lamyssaquama臼（Gmelin) ーシキガイ c 
ll5 Chlamys (Ch』a111ys)jousseaumei Bavay ータイロナデシコガイ f 
116 Cryptopectensematens1s Oyam：を Eマタ ヒヨク r 
117 Cryptopecten Viθsiculosus (Dunker) ヒヨクガイ c 
118 Decatopecten striatus (Schumacher) キンチャクガイ r 
119 Pecten (Nntovola) albicans naganumanus Yokoyama カズウ才、イタヤガイ c v v a v 
120 Pecten (Mizuhopecten) tokyoensis Tokunaga トウキョウホタァガイ v a a c c 

ウミギクガイ科 SpondyI i dae 

121 Spondylus barbatus Reeve ウミギクガイ c 
ミノガイ科 Limidae 

122 Lima zushiensis Yokoyama モクハチミ ノガイ f c 
123 Limaria hakodatens1s (Tokunaga) フクレユキミノガイ c r 
124 Ctenoides lamyi (Smith) バネガイ c 

ナミマガシワガイ科 Anomi idae 

125 Anomia cytaeum Gray ；什ミマガ、ンワガイ c v v a v 
126 Mania umbonata (Gould) シマナミ 7 ガシワガイ f 

イ9ポガキ科 Ost re i dae 

127 Ostrea cfrcumpicta Pilsbry コゲゴロモ f 
128 Ostrea denselamellosa Lischke イタボガキ f 
129 。ョssostreagigas (Thunberg) 7 ガキ f a 
130 Hyo白ssahyotis imbricata (Lamarck) カキツパタガイ

シラオガイ科 Astart idae 

131 As tartθ「1'Iidonta)borealis Schumacher コユソシフオガイ r 
モシオガイ科 Crassate11 i dae 

132 Crassatella (Eucrassatella) nana (Adams & Re•引合 スダレモシオガイ c f f v 
133 Crassatella (Crassat.田a)oblonga ta Y ol凶1yama ワタソコモγオガイ

トマヤガイ科 Cardit idae 

134 防・ne1icardia(Megacardita) fe1n1ginosa (Adams & Reeve) フミガイ c c 
135 民＇］）臼icardia(Cyclocard1a) feITuginea ((A. Adams) クロマノレフミガイ

ザルガイ科 Cardii dae 

136 Vasticardium burchardi (Dunker) ザノレガイ c 
ケシフミ科 CardititelI idae 

137 Carditella (Carditellopsis) toneana (Yokoyama) ケシフミガイ c 
フヲパシフガイ科 UnguIi n i dae 

138 Cycladicama cumingi (Hanley) ジオガマ r 
ツキガイ科 Lucin i dae 

139 Lucinoma concentricum (Yokoyama) ツキガイモドキ r v 
140 P1Jlucina白illuc1i1a)pisidium (Dunker) ウメノハナガイ r 

141 P1Jlucina (Wallucina) s白1・ata (Tokunaga) チジミウメノハナガイ c 
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表 1-4.長沼層産軟体動物化石産出地及び産出頻度

番号 戸す主L4与 名 手口 名
産 地

武田 天島 県道 長沼 倉田

キクザルガイ科 Chamidae

142 Chama fζ'llamaJasp自由 Reeve キクザノレガイ f 
フンブクヤドリガイ科 Montacuti dae 

143 Njpponomysella oblongata (Yokoyama) マノレヘノジガイ

マルスダレガイ科 Veneridae 

144 Saxjdom us pwpura tus (Sowerby) ウチムァザキガイ f 
145 C1iceyoJ,ζoyamaj Otuka ヨコヤマシオフガイ r 
146 Clinocardjum (Fuscoca1曲 1111)braunsj (Tokunaga) ブラウンスイチカゲガイ c 

147 α111oca1 djum （（α1nocardjum) cahfon1je11se (Deshayes) エゾイシカゲガイ c 

148 Fulvia mu#ca (Reeve) トリガイ v a r a 
149 fヲ白r(Pdarma) japonjcum Kuroda & Kawamoto ウスハマグリ c 

150 CaJ/jsta cbjnens1s (Holten) マツヤ7 ワスレガイ

151 Placam印 ＃ara(Dillwyn) ノ、ナガイ c f 
152 A，グeretn~Ylamarckj Deshayes チョウセンハマグリ c 

153 Dosjnja (Pbacosma) cf japonjca (Reeve) カガミガイ（？） f 
154 Dos1Jija (Phacosma) 1apo11fra (Reeve) カガミガイ a 

155 Paphja scbnelhana (Dunker) オオスダレガイ c 

156 Paphja (Papbja) naganumana Otuka 

157 Paphja vθ2刀frosa(Gould) アケガイ f 
158 A110111alocard1a (Veremolpa) 1111i111ta (Yokoyama) アデヤカヒメカノコアサ

159 Tapes (Rudjtapes) 1apo111cus (Deshayes) アサリ r 
160 Clementja vathele# Mabille フスマガイ c 

バカガイ科 Mactri dae 

161 Lutra1ia sjeboJdj Reeve ヒァカモジガイ c 

162 Tresus keenae (Kuroda & Habe) ミノレクイガイ r f c 
シオサザナミガイ科 PsammobI i dae 

163 Ga1i anomala (Deshayes) ウスベーマスオガイ c 
キヌヲアゲマキガイ科 SoI ecur i dae 

164 Azo口nusa幼児vjatus(Gould) ヌングリアゲマキガイ f c 
ーツコウガイ科 TelI inidae 

165 Nj#dotelhna 111ljdula (Dunker) サタ 7ガベ c 
166 Angulus vestaJjojdes (Yokoyama) タモリザタフガイ c 
167 Solecurtus dfrarjcatus djv,創立catus(Lischk，θ キヌタアケ..？キガイ f 
168 Macoma tokyoensjs Makiyama ゴイサギガイ c 

マテガイ科 SoI eni dae 

169 Solen grandjs Dunker オオマア v 
170 Solen krusenilrtm Schrencl< エゾマテガイ a 

キヌマトイガイ科 Hiatel I idae 

171 Panope1aponjca A. Adams ナミガイ

シコロクチベ ガイ科 Corbulidae 

172 So}jdfrorbula erythrodeon (Lamarck) クチベエガイ c 
173 Ca1:vocorbula (A111socorbula) venusta (Gould) クチベーデガイ a c 

オガイ科PhoI ad idae 

174 Barnea djJatata (Souleyet) ウミタケガイ v c 
ミツカドカ聖ピフガイ科 Myochami dae 

175 Myadorn yokoyamaj (Otuka) Ha be トガリカタビフガイ f 

注）産地， 武田武田薬品工場うら （1)，天岳天岳院（2），県道県道脇 （3）， 長沼長沼 （4）， 倉田倉田 （5）， 南

谷 南谷 （6) （図及び本文の化石産地の項参照） 産出頻度 （1地点あたりの個体数）， r 1. f 2～3. c 4～7, a 8～ 
15, v 15 < 

南谷

a 

c 

a 

f 
c 

c 

c 

c 

c 

c 

a 

（徳島文理大学工学部）
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神奈川県自然誌資料（24):13-20, Mar. 2003 

小田原市羽根尾から産出した完新統下原層の貝化石について

松島義章

Yoshiaki Matsushima: 

Holocene Molluscan Fossils from the Shimohara Formation, Haneo, Odawara City 

はじめに

小田原市羽根尾はJR東海道本線国府津駅から北

東方，大磯丘陵南西部の中村川下流域（河口付近

では押切川と呼ばれる）の西側をほぼ平行して流れる

塔台）I ［流域の右岸側に位置する。この地域には沖積

段正面が発達しており大塚弥之助の研究によって中村

原面（大塚，1930）と呼ばれ，海抜25m前後にまで

高まった完新世最高位段丘で、知られ多くの研究が行

われてきた（米倉ほか，1968：， 遠藤ほか， 1979など）。

この高位段丘面の背後は曽我山系南東山麓に位置す

る山麓緩斜面となっている。羽根尾地区はこの塔台川

右岸側の中村原面から背後の山麓緩斜面にかけての

一帯に広がる地域である。

小田原市はこの地域を羽根尾工業団地として位地

付け1993年から造成工事を始めた。高位段正の中村

原面には以前より縄文時代から古代にかけての遺跡が

分布することで知られていた（神奈川県， 1979；文化

庁文化財ー保護部編， 1981）。そのため工業団地造成

地の本格工事が始まる前に，埋蔵遺跡の発掘調査が

実施された。

明らかになった遺跡の中で、注目され話題となった遺

跡は， 1998～ 1999年かけて発掘された羽根尾員塚

遺跡である （戸田， 2002）。本遺跡は大磯丘陵南西

部で、初めて見つかった縄文時代前期に属する貝塚で、

あった（戸田 ・舘， l999a; l 999bなど）。この貝塚遺

跡は地表から2～4m下の泥炭層中から発見されたも

ので， その高度は海抜約 24 ～ 22m~こ位置する（図

1）。 員塚からは保存のよい多種多様な遺物に伴っ

て，大量なヤマトシジミCorbicu!ajaponicaを含め様々

な動植物遺体も出土した。さらに，本遺跡では遺跡

の基盤を構成する地層を明らかにするため， 深さ約6

mのトレンチ調査が行われた。地表から約5.5m下の

粘土層中には広域テフラの鬼界アカホヤ火山灰（K

Ah）が確認された。鬼界アカホヤ火山灰層の直下から

は完新統の下原層（大塚，1929）を特徴付けるサノレ

ボウ Scapharcasubcrenata, シオヤガイAnoma!ocardia

squamos，コゲ、ツノブPエC/ypθomoruscora!iumなど、を含
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図1 羽根尾良塚遺跡内における下原層の貝化石地点Loc.25（・印）

(1/25β00小田原北部）

む大量の貝化石が産出した。

本稿ではこの員化石群を含めこれまでに明らかにさ

れている員化石資料から考察される下原層堆積期後

半の内湾環境と その後の羽根尾貝塚形成期の自然

環境について述べ，大磯丘陵南西端に位置する国府

津一松田断層の動きについて若干ふれる。

下原層の分布と堆積年代

下原層は 1929年に大塚弥之助によって初めて報

告されたいわゆる沖積層である（大塚，1929）。地理的

には大磯丘陵南西部の中村川流域を主体に， 葛川

流域さらに国府津から大磯に至る相模湾の海岸沿い

に分布する地層である（米倉ほか，1968；松島，1976）。

特に中村川下流域に分布する本層は，貝化石を産出

することで知られ， しかもここでの海成層が海抜約

20mの高さに達する海成沖積世段丘となっており， 完



新世の地殻変動を解明する上で注目されてきた（米

倉ほか，1968：，遠藤ほか，1979；太田ほか， 1982：，国

土地理院， 1982；松島， 1984bなど）。

本層の形成は縄文海進に伴う古中村）｜｜や古葛川の

溺れ谷を埋めた堆積物であり（松島，1976), その堆積

年代については米倉ほか(1968）が木層から産出した貝

化石を用いては C年代測定をおこない，約9000～

7500 年前の年代であることを初めて明らかにした。そ

の後は，奥村（1978），松島（1979），遠藤ほか（1979),

熊木・市）11 (1982）や国土地理院（1982）によって下原層

のいろいろな層準から産出する貝化石や木材などの試

料によって， 多数の 14c年代測定が実施され， 約
9000～6000年前の年代値が報告されている。

下原層の員化石については大塚(1929），米倉ほか

(1968），松島（1978;1979; 1980）， 遠藤ほか（1979）の

報告がある。その中で、松島（1979;1980）は下原層が分

布する中村川流域とその西側を流れる塔台川沿いの

24地点から多くの貝化石を採集し， その群集解析と

分布，それまでに明らかにされていた14c年代値と
から， 下原層の形成過程を二つの時期に分けてまと

めている。それによると下原層は主に古中村川の下

流域で縄文海進により形成された古中村湾に堆積した

沖積層である。その形成年代と層相は約9000～7500

年前の縄文海進前期から，その後の海面上昇に伴う

湾が拡大した約 7500～6500年前の海進最盛期前半

までの間であり，内湾堆積物が主要構成層となってい

る。すなわち， 下原層は鬼界アカホヤ火山灰層（K-Ah)

の降灰する直前の約6500年前まで存在した古中村湾

を埋積する海成層が主体となり，その上に重なる潟湖

～河川性堆積物の陸成層とから構成される厚さ30mを

越す沖積層である（松島， 1976；遠藤ほか，1979）。

羽根尾貝塚遺跡で明らかになった

下原層の貝化石

1998年～ 1999年にかけて実施された羽根尾員塚

遺跡のトレンチ調査で明らかになった下原層の員化石

産出地点は，羽根尾工業団地造成地内の南東部に

位置する。その地点は松島（1979）が報告した貝化石

産出地点のLoc.8とLoc.16の中間にあたるLoc.25で

ある（図2）。本地点は塔台川右岸側の中村原面上に

位置し，すぐ西側背後には下原層の基盤をなす二宮

層の泥岩 ・砂磯岩の互層で構成される山麓緩斜面の

N 

9 ． 
。04

L
 、nrau 句、‘，‘、、、トpu h’

 

に
J

Jkm 

図2.古中村湾における貝化石産出地点 （松島，1979に・25を加筆）.a -a’：西湘バイパス司 b

b’：JR東海道本線， c-c’：東海道新幹線司 d-d’：小田原一厚木バイパス，1～25：貝化
石産出地点．
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尾根が，馬の背状に南から北東方に向かってのび，

中村原面に突き出ている。羽根尾貝塚遺跡はこの基

盤岩の上に位置していた（戸田 ・舘， l999a; l 999b; 

2000）。貝塚遺跡内のトレンチ調査では，地表（海

抜25.6m）から約6m掘り下げた海抜 19.6mのところ

から大量な貝化石を含む砂質シノレト層が見つかった

（図3）。員化石は同時礁と考えられる軟らかな泥のE
角礁を含む砂質シノレ卜中に密集して産出した（図4）。

明らかになった員化石は表1に示す知く二枚貝類が19

種，腹足類が7種の合計26種である。

この26種の中で、多量に産出したサルボウScapharca

subcrenata, 7サリ Rudit切 esph1Jippinarum、マjfさそ

Crassostrea gigasキシオマjfベAnomalocardiasquamos 
などの二枚貝は両殻の合わさったものが多く見られ，

現地性堆積を示す。さらにこれらの貝類はし＼ずれも幼

貝から大きく成長した成員まで産出しており，本地点

25.Gm 

ι－ft¥色土機（耕作土）
25 - 、., 

＼ 

、ー
ー／ー
ノ

24-I . 、ー人、 J

e’ ー、、，、
’ 、’ 4ー火山灰混じり貧褐色土壌
／ 

、ー，.-. 

23-

ムー無色粘土

21-

4 一生痕化石（径3～5mm)

~a音褐色粘土

20-
木片混じり黒色粘土

19-

図3 羽根尾員塚遺跡内の卜レンチ調査で出現した地質柱状図
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がこれらの貝類にとって最適な生息環境下にあったこ

とを示している。

26種はほとんどが内湾性種からなる。 これらの貝

類の生態的特徴は湾央～湾奥の潮間帯砂質底に生

息する内湾砂底群集（松島，l984a）と，湾奥の泥質干

潟に生息する干潟群集（松島，l984a）の構成種で、ある。

特に内湾砂底群集構成種はサノレボウ， アサリ， シオ

ヤガイ， ハマグリ Meretrixlus01な， マテガイSolen

strict a, ウミニナBatillariamu!tJformis, コゲツノブエ

Ci；少θomoruscoralium，アラムシロ Rθticunassafestiva 

などの貝類を主体とする。 次いで干潟群集構成種の

図4.羽根尾貝塚遺跡内の卜レンチ調査（Loc.25）で出現した下原層

の員化石サルボウ、アサリ、マガキの化石が海抜19.5m付近の

砂質シルト中に密集して産出する

表1 羽根尾員塚遺跡内のLoe.25から産出した下原層の員化石

二枚員類 産出頻度
力リガネエ力、イBarbatiavirescens obtusoides (Nyst) 少ない

サルボウScapharcasubcrenata (Lischke) 非常に多い

ナミマガシワAnomiachinensis Philippi 普通
マガキCrassostreagigas (Thunberg) 多い

ヤマトシジミCorbiculajaponicaPrime 稀
ウネナシトマヤガイTrapeziumliratum (Reeve) 少ない

ヤエウメノハナガイPh/yetiぬrmajaponicumPilsbry 少ない

イオウハマグリPitarsulfureum Pilsbry 稀

ハマグ1)Meretrix lusoria (Roding) 稀

オキシジミCyclinasinensis (Gmelin) 少ない

オニアサリNotochionjedoensis ( Lischke) 稀

アサリRuditapesphi伽•pinarum (Adams et Reeve) 非常に多い

シオヤガイAnomalocardiasquamos (Linnaeus) 多い

オオノガイMyaarena円aoonogai Makiyama 少ない

マテガイSolenstnda Gould 少ない

カバザクラNitidotellinaindella ( v.Martens) 稀

ウスザクラNitidotellinaminuta (Lischke) 稀
カモメガイPenitellakamakurensis (Yokoyama) 稀

ニオガイモドキZ1.均 cesubconstrices (Yokoyama) 稀

腹足類
ウミニナBatillariamultiゐrmis(Lischke) 少ない

コゲツノブエClypeomoruscoralium (Kiener) 少ない

アラムシロガイReticunassafestiva (Powys) 少ない

ムシロガイ属の一種Zeuxissp. 稀

ヨコイトカケギリ属の一種Cingulinasp. 稀

クチキレ属の一種Chrysa/Iidasp. 稀

クチキレモドキ属の一種Odostomiasp. 稀



マガキ， ウネナシトマヤガイ 7子apeziumJiratum, オキ

シジミ Cye Jin a sinθn sis, ナミマガシワ・A刀omia

chinensis, オオノガイMayarenaria oo刀ogwなどの貝

類が混じった砂底群集との混合群集となっている。

この貝化石の生息年代については貝化石の 14c 
年代測定を行っていないが， 本地点で、海成砂質シノレ

卜属のすぐ上に重なる潟湖成粘土堆積物中から，図5

の鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）を確認で、きたことによっ

て，約6500年前であると推定される（松島， 1999）。

下原層中の鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah)

上述のように， 海成層の上へ連続的に堆積するヤ

マトシジミCorbiculajaponicaを含む潟湖成堆積物（松

島，1999）である腐植質粘土層の6～8cm上方の海抜

19.66～ 19.7 mfこは，厚さ0.5～0.7cmの灰白色火

山灰の薄層が介在していた（図5）。この火山灰試料

の分析を新井房夫氏に依頼した。

図5 貝化石を含む海成層の上に堆積する腐植質粘土層l 墳

から6～Bern上方に介在する鬼界アカホヤ火山灰 （K-Ah),

→ ← 海抜 19.66～19.7mに，厚さ0.5～0.7cmの灰白色
火山灰薄層

分析の結果灰白色火山灰は高純度の火山ガラス

からなり，この火山ガラスの性質（形状，屈折率）が

すでに明らかにされている鬼界アカホヤ火山灰（KAh) 

の特徴（町田 ・新井，1978）とよく合い， 鬼界アカ

ホヤ火山灰（K Ah）であると同定された（松島 ・新井

,2003）。 図6のように火山ガラスは鬼界アカホヤ火山灰

に独特な，パフγレウオール型平板状で無色～淡褐色を
呈し， その屈折率が1.509～1.515の範囲にあり， この

うち大部分のものは 1.510～1.513を示す。この値は町

田・新井（1978）の示す1.509～1.513の値と一致する。

下原層からはこれまでに鬼界アカホヤ火山灰（K-

Ah）が小田原市小船の東海道新幹線中村川橋梁下の

Loc.22地点で明らかにされている（松島， 1980）。こ

の露頭では少なくとも海抜20mまで、は古中村湾に堆

積した員化石を含む海成層からなり，その上に重なる

堆積物は河川成層となる。この陸成層中の海抜
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20.5mに鬼界アカホヤ火山灰（K Ah）が介在していた

（松島，1980）。さらに国府津一松田断層を挟んで西

側の森戸川低地では， 地質ボーリング資料から鬼界

アカホヤ火山灰（KAh）が海抜 1.54～ 1.84mを中

心に土lmの範囲（－ 0.54～－ 2.84 m）に包含されて

いることが確認されている（松島，1982）。 しカもその包

含層は海成層でなく潟湖成堆積物であることも明らか

にされている（松島 ，1982）。

以上中村川低地と森戸川低地に確認された鬼界ア

カホヤ火山灰(IくAh）を介在する堆積物は， 3地点い

ずれも陸成層である。 この点は大磯丘陵南西部から

西側の森戸川低地一帯が， 鬼界アカホヤ火山灰（K-

Ah）の降灰時の約6300年前（暦年補正をしていない

測定値）には，地盤の隆起で海面は退き，古中村湾

が離水していたことを示す。この年代は一般に知られ

る縄文海進のピークにわずか先立つ時期にあたる。

つまりこの約6300年前には，すでに古中村湾が離水し

潟湖に変わっていた。他の相模湾沿岸地域とは異なる

固有の隆起変動のあったことを示唆する。すなわち3 大

磯丘陵南西部では海面が海進から海退に移行し始めた

直後に，鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）が潟湖に降灰堆積

した。木地域における地盤隆起の速度は周辺地域と大

きく具なっていた。 この点について松島（1978;1979）が，

相模湾沿岸の内湾へ侵入してきた熱帯種の有無から，

大磯E陵南西部沿岸域が三浦半島西岸域や房総半島

南端部より一足早く陸化していたことを指摘している。

貝化石群集が示す古中村湾の環境

今回明らかになった貝化石群集を含め，表2の資

料から古中村湾の環境を推定する。そこで松島が

1979年の論文に示した図3の約7500～6500年前の古

中村湾における貝類群集の分布図へ，今回の本地点で

確認された混合群集を加え， 松島（1984a）がまとめた

完新世の内湾及び沿岸における貝類群集区分にした



がって整理すると図7のようになる。

復元された約7500～6500年

前の古中村湾は，湾口部の幅が

約 l.5km でl~奥まで約4 km のお

およそ北西 南東方向を示す細

長い形であるが，出入りの激しい

小規模な入江が東北岸側と西南

岸側に発達し複雑な海岸線となっ

ている。低地の各地で掘削され

た多数の地質ボーリング資料によ

ると， 現在の海岸線から約lkm

閉までは， 海岸線と平行する形

の埋没波食台が発達し湾口部を

狭めている。湾奥は小田原厚

木バイパス（d-d’）の南側に位

置し，それより上流域では古中村

川の押し出す砂磯堆積物が堆積

している。この時期を示す員化石

地点は， 化石の産出高度と層

準 ，14c年代測定値とから図2
と表2に示すLoc.8,Loc.12～25 

の15地点となる。それらは古中村

湾の湾央から湾奥lこカミけて位置す

る。湾内の堆積物は湾口から湾

央にかけて粗粒砂～中粒砂からな

り，これは沿岸流により湾外から

湾内へ運び込まれた砂州性堆積

物である。それより奥まった湾央

／
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図7 約7,500～6,500年前の古中村湾における貝類群集の分布 （松島，1979に加筆修正）

A 干潟群集， B 内湾砂底群集，C 内湾停滞域群集， 1 泥， 2 シルト， 3 砂 ，4

j皮食台， 5 j毎成層の分布範囲

部には砂質シルト～泥が堆積して

いる。湾奥部の東海道新幹線付近（c一c’）から上流

の小田原 厚木バイパス（d d’）にかけての湾奥部

では，中村川の搬出する土砂の堆積で軽石磯混じりの

粗粒砂から砂質シノレトとなり，その層相は変化に富む。

古中村湾を特徴づける貝類群集は上述のように内

湾砂底群集であり，Loc.15を除くすべての地点で確

認される。ど、こで、もサノレボウ，アサリ，シオヤガイ，コ

ゲツノブエなどが砂底群集の主要構成種となってしも。

その中にあって砂質シルト～泥相の発達するLoc.13,

16, 22, 23では，チゴトリガイFulv1.’ahung.θ／均1rdi，ホ

トトギスMusuculussenhausia, シオガマ Cyclodicama

cuming1; シズクガイ日θoraJata, エドガワミズゴ、マツ

ボStenothyraθdogawensisなどの強内j毒性種（波部，

1956）で、知られる内湾停滞域群集（松島，1984a）が

混じった混合群集になっている。この群集が生息する

のは湾口部が沿岸流による砂の堆積で浅くなり，湾内

への外洋水の流入が弱まったことによって，湾央が還

元的環境となり内湾停滞域群集が生息したものと推測

できる。干潟群集はLoe.8, 14, 15, 25で見られ，

Loc.15以外では内湾砂底群集との混合群集として分

布する。それらの地点はいずれも岸と接するところで

浅い干潟となっていたと考えられる。 このような3種類

の貝類群集の分布から古中村湾の環境を推定すると，

相模湾に面した湾口がl.5km,奥行き4kmの小さな

内湾では， 湾口部には波食台が形成されとし、て，さ

らに砂の堆積により浅くなり，外洋水が入りにくく， 湾

内は遠浅な干潟から砂質底の浅海が広がっていた。

そこは主に内湾砂底群集と干潟群集の生息しやすい

環境となっていた。 i皮静かな湾央部の一部では， 水

深のやや大きな場所に内湾砂底群集構成種に混じっ

て内湾停滞域群集構成種が分布していたが，その生

息範囲は限られていた。

この古中村湾も鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）の降灰

時（約6300年前）には，すで、に地盤の隆起に伴って

潟湖に変わっていた。 この点については，湾内から産

出した員化石の中にタイワンシラトリ TθJJ/J刀θf刀actora

θdentura, カモノアシカ守キDθ刀dostr，θa paulucciaθ， チ

リメンユキガイ Standθ•！！cap1llaceaなどの熱帯種が全く確
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Umbonium giganteum (Lamarck) c ずンベイキサゴ

Umbonium costatum (Valennciennes) c キサゴ

Penile/la kamakurensis '(Yokoyama) a 子 カモメガイ

Bamea manilensis (Philippi) c a 千 a c f c ニオガイ

z,ヴacesubconstricta (Yokoyama) f ニオガイモドキ

Scapharca subucre閥的（Bruguiere) a va va f c va va va c f c va va r f f r va サルボウ

R11ditapes philippinarum (Adams & Reeve) c f c f f a a a c a c c r f f r va アサリ

Anomalodiscus squamos11s (Linnaeus) a va f c c va c a c c va c va r r va va a シオヤガイ

Meretrix lusoria (Roding) c f f f f f ハマゲリ

Macon悶 incong円1a(Martens) f f f f c f va r r r f f r ヒメシラトリ

Ceritium corali11m Kier】巴『 f f 。 c f c c a a c f va f va r r r va va 千 コゲツノブエ

Batillaria zonalis (Bruguiere) a a 。 c c f a f va r r va va イボウミニナ

Cerithideopsilla djadjar f f f f f f c f 。 a r r c c カワアイ

Hinia festiva (Po、可） f va f a va va f va f va va a r r r r a c r 子 アラムシロガイ

Fulvia hungreげordi(Sowerby) f f 。 c c va a f f チコトリガイ

Cyclodicama c凶•11i11gii (Hanley) f f c c c va va f シオガマ

M11suc11/11s se11ho11sia (Benson) f c f c a f c ホトトギス

Theorafragilis (A Adams) 子 f c 千 a a f f シズヲガイ

Deco／件rmatusimana (Nomura) 子 c f c a c c va va va マツシマコメツブガイ

Ste1101hya edogawaensis (Yokoyama) c f 子 c f f va f va va va ヱドガワミズゴマツポ

Diara stricta Habe f c f 千 f a c va f va r va c マキミゾスズメモツボ

Crassostrea gigas (Thunberg) f a va va va a a a c a c f r a マガキ

Trapezium lirat11m (Reeve) f a va va a a c 。 a f r f f f ウネナシトマヤガイ

Cyclina sinensis (Gmelin) f 千 c r 千 f f オキシジミ

Anomia chinensis Philippi f a 子 a c a c a c f c ナミマガシワ

Batillaria multifo1明日（Lischke) f c f c c f c c f c f c f ウミニナ
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認されてなし、ことから分かる（松島， 1978;1979）。これ

らの熱帯種群が南関東でも三浦半島西岸や房総半島南

部の内湾へ侵入してきたのは， 約6500年前として知ら

れてしも（松島，1979）。すなわち， この熱帯種群が

黒潮にのって南関東へ北上してくる直前に， 相模湾沿

岸で、は大磯丘陵南西部のみが突然離水していたことを具

体的に示している。約6500年前に起こった古中村湾の

消滅は， 地震性隆起によるものであり， 松田(1985,

1993）が指摘する“大磯型地震”の可能性が強い。

羽根尾貝塚形成期の自然環境

羽根尾員塚は出土遺物によってその形成が縄文時

代前期関山 I式から開始され，関山H・黒浜式期に

隆盛を極め， わずかに諸磯a式期まで、存続したことが

明らかにされている（戸田・舘， l999a; l 999b; 

2000）。貝塚を構成する貝は， 大きく成長したヤマト

シジミ Corbiculajaponicaを主体に， ダンベイキサゴ

Umbonium giga刀fθum,ベンケイガイ CJycymeris

alboh：刀θata，チョウセンハマク、リ Mθfθ的・xJamarck1; ヮ
スレガイ Cyclosu刀θta mθ刀strualisやコタマガイ

Cnmphina Vθ刀θriformismθJanaθgi, サトウガイ

Scapharca satow1; サザエBat1Jluscornutusの蓋，イ

シダタミMonodontaJabio con usa, イボニ、ンRθishio

clavigθ•ra などが混じっていて，潟湖となる前の古中村

湾を特徴づ、ける内湾性種のサノレボウ，アサリ，シオヤ

ガイ， コゲ、ツノブ、エやマガキなどが全く含まれていな

かったO 出土した種の生息環境については，ヤマトシ

ジミが潟および河口など、の海水の影響を強く受ける汽

水域に生息する員で、あり，松島(1984a）は本種を感潮域

群集の主要構成種と位置づけている。1998年の発掘調

査では鬼界アカホヤ火山灰（KAh）を介在する臆植質粘

土層中からヤマトシジミを確認している（松島， 1999）。

一方，ヤマトシジミ以外のベンケイガイ， チョウセンハマ

グリ， ワスレガイ， コタマガイ，サトウガイは， 外洋に面

した沿岸砂底に生息する員である。松島（1984a）はこの

貝類群を沿岸砂底群集として扱い， 現在の相模湾の辻

堂から大磯にいたる湘南海岸の水深約 10mまで、の上部

浅海砂底に生息していることを明らかにしてしも。さらに

サザエ， イシタヲミ， イボ、ニシは岩礁に生息する種で，

外洋岩礁性群集 （松島， 1984a）構成種となる。この群

集構成種は大磯照ヶ崎の岩礁海岸で、みることがで、きるO

このような出土した貝類の特徴から羽根尾貝塚形成

期の自然環境を復元すると，約6500年前まで存在し

た古中村湾が， “大磯型地震”によって地盤の隆起

で、離水し， 鬼界アカホヤ火山灰（KAh）の降灰時には

完全に潟（以下古中村潟と呼ぶ）へ変わっていた。そ

の古中村潟は現在のJR東海道本線より北側の中村川

と塔台川の聞の形成された小さな潟と推測される。羽
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根尾員塚はこの古中村潟に面した西の岸辺に位置し

ていたと考えられる。

羽根尾貝塚の人々の採貝活動は，住居の前に広

がる古中村潟に生息するヤマト、ンジミの採取を主体に，

時には相模湾の砂浜海岸まで出かけてダンベイキサ

ゴ＼ベンケイガイ，チョウセンハマグ、リなどの沿岸砂底

群集構成貝を， さらビ照ヶ崎の岩礁海岸で、はサザエ

やイシダタミなど外洋岩礁性群集の貝類を採取してき

たとし、える。このことは現在の相模湾沿岸の貝類相よ

り多様となっていたことを表す。

羽根尾貝塚が隆盛となった関山E・黒浜式期は縄

文海進最盛期であり，横浜港周辺の大岡川 ・1惟子

川 ・鶴見川 ・多産川流域では3 この時期に海水が低

地の最も深くまで浸入し，その沿岸には多くの員塚が

形成された（松島， 1979；松島 ・小池， 1979）。関

東平野でも奥東京湾と呼ばれる内湾が形成された時

期にあたる（小杉， 1989; 1990）。この時期に大磯

丘陵南西部では地震隆起により陸化していたことが，

羽根尾員塚遺跡の立地からも確認できた。

国府津ー松田断層の動き

松島（1982）は国府津一松田断層を挟んで東側の下

原層海成層上限と西側の森戸川低地の海成層上限高

度，さらに鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）包含層準の高

度には，いずれも垂直的に約22mのずれを明らかに

した。このずれは約6300年前以降に生じた断層の垂

直変位量を示すとした。そして国府津一松田断層が

1000年につき3.4～ 3.5mの平均速度をもって大磯丘

陵側の上昇する活断層であることを指摘した（松島，

1982）。今回の調査では国府津松田断層に近い羽

根尾員塚遺跡（Loc.25）において海成層の上限高度

を19.6mで、確認した（図3）。このことは松島（1982）の解

明した成果とほぼ同じとなり，約6300年前以降におけ

る国府津松田断層の活動は 1000年につき3.3mの

平均速度をもって大磯丘陵側の隆起ιその垂直変
位量約 21mが確かな数値として捉えられたO

まとめ

羽根尾員塚遺跡（Loc.25）から産出した下原層の

員化石は，二枚貝類19種，腹足類7種の合計26種

である（表1）。本地点、は26種の生態的特徴から， 主

に内湾砂底群集構成種と干潟群集構成種の混合群集

となっている（表2）。

貝化石の生息年代は，海成層を覆う潟沼成層から

鬼界アカホヤ火山灰（K Ah）が確認されたことにより約

6500年前である。この貝化石が生息していた古中村

湾を復元すると，湾口部が幅l.5km，奥行きが約4km

の細長い形の湾で、あった（図7）。湾内に生息する貝



類は， j考央～湾奥にかけて産出し，そこにはサノレボ、

ウ， アサリ， シオヤガイ， コゲ、ツノブ、エなどの内湾砂

底群集とマガキで、特徴づけられる干潟群集がみられ，

遠浅な内湾で、あったO 湾央の一部でフk深の大きいとこ

ろにはチゴトリガイ， ホトトギス， シズクガイで知られる

内湾停滞域群集が分布していた（図7）。

羽根尾貝塚は縄文前期の関山E ・黒浜式期に隆

盛で、あった。その形成場所は古中村湾の沿岸でなく，

ヤマトシジミが生息する古中村潟の岸辺に位置してい

た。古中村湾が離水し古中村潟に変わったのは鬼界

アカホヤ火山灰（K-Ah）が降下直前で，縄文海進最盛

期に当たる。大磯正陵南西部は地震による地盤隆起

が大きく， この時期には海退へ転じていたことが羽根

尾貝塚の立地からも明らかになった。

Loc.25では海成層の上限高度が 19.6mで、確認さ

れた。この測定高度は松島(1982）の成果と同じことと

なり，約6300年前以降における国府津松田断層の

垂直変位量が約 21mを示す。国府津一松田断層は

1000年につき 3.3mの平均速度をもって大磯丘陵側

の上昇する活断層である。

謝辞・本稿をまとめるに当たり鬼界アカホヤ火山灰

の同定， 屈折率の測定をしていただいた新井房夫博

士 ，員塚資料の提供をしていただいた玉川文化財研

究所の戸田哲也所長をはじめ， 所員の相原俊夫氏，

小山裕之氏，舘裕子氏lこ心から感謝し、たします。
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江の島湘南港およびその周辺に出現する水母類－m

足立文・崎山直夫・北田貢・久保田信

Aya Adachi, Tadao Sakiyama, Mitsugu Kitada and Shin Kubota: 

Medusae Collected in Enoshima-Shonan Port and Its Adjacent Waters-III 

Summary: A research on the seasonal activities of medusae was conducted from October 2000 to Sep-

tember 2002 in Enoshima Shonan Port located at the innermost corner of the Sagami-Bay.The re-

search confirmed 29 species of hydroid (HYDOROZOA), 1 species of box jellyfish (CUBOZOA), 2 spe-

cies of scyphomedusae (SCYPHOZOA) and. 4 species of comb jellies (CTENOPHORA). 

はじめに

江ノ島水族館で、は1968年以来，水母類の飼育展示

を試みてきた（堀， 1998）。野外調査も行っており，こ

れまでにし、くつかの報告を行ってしも（志村ほか，1993,

寺本，1991）。筆者らは 1997年から，江の島周辺にお

ける水母の出現についての傾向を，さらに明らかにす

るべく調査を続けており，1997年l月から 1998年8月

まで，1999年1月から2000年9月までの調査結果を

それぞれ報告した（山下・崎山，1999：，崎山・足立，2001,

以下前報と呼ぶ）。今回は前報以降の調査結果を報

告する。なお，前報と同様に今回の報告でも，広い意

味での「クラゲ」として，刺胞動物門のクラゲの他に，

有櫛動物門のクシクラゲ類も調査の対象とした。

。 500m 

江の島

図1 江の島湖南港の調査場所（左図 斜線部）
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方法

調査は2000年 10月から2002年9月まで 3前報で

も調査の中心であった江の島湘南港（図1）において，

月に数回不定期に行った。調査では，まず目視により

確認できる大型の個体を，釣り用の伸縮するたも網の

柄の先に目合いの細かい熱帯魚用の手網を取り付け

たもの，あるいは柄杓を用いて採集した。また目視で

確認できないような微小な個体は前述した網を海中で

数回動かした後，あらかじめ用意したバケツの中で、採

集物を洗い落とすことにより採集した。これらの方法は

前報と同様で堀田(1996）を参考にした。調査は潮位

に関係なく，全行程を20～30分間を目安におこなっ

た。採集後，ソーティングと以下の文献などを参考に
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図2 調査時の気温と水温の変化 （0 気温，企 水温）

同定を行った（千原・村野，1997；並河・楚山， 2000;

西村， 1992，岡田， 1965；内田， 1961；山田・久

保 田， 1980,198la, 198lb, 198lc, 1982a, 1982b）。

同定の困難な種については標本（5～10%ホルマリン

にて保存）・ 写真を残し，後から詳細な観察を行い，同

定を試みた。

結果

調査期間に採集・同定された水母類は刺胞動物

門のヒド、ロ虫綱29種，箱虫綱1種，鉢虫綱2種，有

櫛動物門の有触手綱3種，無触手綱1種の合計36種

で， うち，ヒドロ虫綱の8種は，今回新たに記録された

ものである。

その季節的な出現状況を表にまとめた（表1）。年

聞を通じて出現頻度が高かったのは，エイレネクラゲ，

ミサキコモチクラゲ，ヒトツクラゲ、だったO シミコクラゲ（3

～7月 ），カミクラゲ（2～4月），アンドンクラゲ（8～

1 1月）といった種はそれぞ、れの時期に比較的多く確

認された。 しかし，アンドンクラゲに関しては出現の

ピークは見られるものの，前報のような大量発生の印象

はなかった。調査期間を通してみると，春から夏にか

けて種類数が増加する傾向にあり， 2001年5月およ

び7月には，15種類と最も多く確認された。ヒドロ虫類

のみに注目すれば，2001年4月，7月，および2002年

4月には前報の記録に並ぶ、 13種類が確認された。

調査時の気温 ・水温（表面水温）の状、況は図2のと

おりで、あったO

考察

江の島湘南港を中心とする水母類の調査を開始し

て3度目の報告となる。採集を重ね，少しずつ出現の

23 

季節変化が見えてきたと同時に，年による出現状況の

違いを比較できるようにもなってきたO

今回，採集 ・同定できたのは， 刺胞動物 ・有櫛動

物合わせて39種であり，前報の27種を大きく上回る数

字となっている。これは今回から調査メンバーが増え，

観察の精度と同定技術が増したととが大きく影響してい

ると思われる。結果において，今回はアンドンクラゲ、の

出現が前報ほどの量で、はなかったと述べたが，今回の

調査期間においては，種類数は増えたものの，個体数

においては，アンドンクラゲに限らず，ひとつの種類が

それほど大量に出現していたとしち印象を持っていな

い。このところ毎年のように耳にするが，地元漁業者か

ら，今年は海の様子が違うとしち話を聞いている。今年

だけが違うのではなく ，海の環境が年々変化しつつあ

り，そのことが，漁獲の変化や，また，水母類の出現状

況にも現れているのカもしれない。

付記

前報同様，記録としてはデータに含めていないが，

江の島沖で，操業する漁業者から ，ハナガサクラゲ、

(2001年8月，2002年8月），スナイロクラゲ（2002年9

月）を入手したこと，片瀬東浜において，打ち上げられ

たギンカクラゲ（2001年7月，2002年8月），カツオノエボ

シ（2001年7月，2002年8月）を採集したことを付け加

えておく。カツオノエボシに関しては，今年は海水浴

シーズンに若干の被害者が出て，救急車の出動もあっ

たようである。これらの種類については，筆者らが通常

行う方法では採集される機会がほとんどないため，データ

として入ってくることはまずないが，水母類に関する話題

としては一般的に最も大きな問題となる種類である。漁

港での調査を続けるとともに，今後はこうした種類の水母

類に関する情報も積極的に集めてゆく必要があるだろう。



おわりに

「クラゲ」とし、う生きものも，かなり社会に浸透してき

たのではないだろうか。 小中学校の総合的な学習で

「クラゲ」をグループ研究のテーマに選び，水族館へ

やってくる生徒さんも多い。どんな形であれ，水母類に

興味を持ってもらえることは大変喜ばしい。毒があり，人

を刺すことから，まだまだ，かなり固定された先入観を

持たれてしも場合が多いが，正しし、知識を持ってもらう

ためにも，われわれは今後ますます，情報収集や同定技

術，飼育技術の向上に努める必要があるだろう。
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江の島の潮間帯動物相－IV

植田育男・萩原清司・崎山直夫・足立 文

Ikuo Ueda, Kiyoshi Hagiwara, Tadao Sakiyama and Aya Adachi: 

Intertidal Animals Found in Enoshima Island-IV 

はじめに

著者らは江の島周辺の海岸環境に着目し，様々な

角度からそこに生息する動物の観察を続けてきた。そ

の成果はおよそ 15年間に亘って報告されている。特

に， 潮間帯の動物相の目視調査については5年に一

度の頻度で実施し， 出現する動物によって江の島に

おける海岸環境の実態を把握するとともに，継続的に

調査を行うことによって，海岸環境の変化を追跡する

事を主な目的としている。2002年はその調査年にあ

たり， 1987年（植田 ・萩原， 1988，以下初回， そ

の報告を1報と呼ぶ）' 1992年 （萩原・植田， 1993,

以下前々回，その報告を2報と呼ぶ），1997年（植田・

萩原・崎山， 1998，以下前回，その報告を3報と呼ぶ）

と同様の調査を行ったので、その結果を報告する。

調査場所および方法

調査場所の設定と調査方法は前回をそのまま踏襲

した。すなわち，江の島の海岸より様々な環境形態

を持つ6地点を選び，前回と同様にSt.l～6とした（図

1）。現地での調査は， 干満差の大きな2002年5月

東京

図1 江の島における各調査地点の位置
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27日， 6月10日， 15日の3日間の最干潮前後に行っ

た。それぞれの地点で潮間帯を高位・中位・低位の

三つの潮位高に区分し，潮位高ごとに肉眼で見える

大きさの無脊椎動物を観察し， その個体数を少ない

か：10×lOcm平方枠当たりl個体見られる程度），普

通（＋＋・ 10×lOcm平方枠当たり2～9個体見られる

程度）＇多い（＋ ＋＋ : 10×lOcm平方枠当たり 10個体

以上見られる程度）の3段階にて記録した。また，地

点内にタイドプールがある場合には，その中に見られ

る動物の観察も行った。現地で種別同定ができな

かった動物は5%海水ホルマリン溶液で、固定して研究

室に持ち帰り，後日同定した。

同定に際しては，以下の文献を参考にした。動物

全般：付着生物研究会編（1986）；，西村編（1992,1995）；岡

田（1965a, 1965b）；軟体動物：奥谷（1986）；，奥谷編

(2000）；環形動物：今島（1996,2001）；節足動物 ：三宅

(1982, 1983），武田（1982）；椋皮動物 ：佐波 ・入村

(2002）。

調査時における気象条件や水質測定値について

は，表1の項目で測定し記録した。

f, 
O 0. 2 0. 5km 

” E 

岩礁込~ジ
砂泥j兵午ムム込；．

人工海岸骨肝同市



結果

調査日時，気象条件，水質測定値については，

表lに示した。

今回の調査で確認された動物は表2-1～4に列挙

したが， 種のレベルまで、同定で、きなかったものを含め

て， 11動物門，196種だ、った。動物門別にみた種数

は，海綿動物門6種 ，刺胞動物門3種， 扇形動物門

l種 ，環形動物門28種 ，星口動物門2種 ，ユムシ動

物門 l種，軟体動物門81種，節足動物門58種 ，触

手動物門4種 ，牒皮動物門9種 ，原索動物門3種で，

軟体動物門と節足動物門の種数の多さが目立った。

表1 各調査地点における環境条件

地点名 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 

日付 2002.5.27 2002.5.27 2002.6.15 2002.6.10 2002.6.15 2002.6.10 
調査開始時刻 11 :45 9:05 13:20 11:50 8:24 8:55 
天気 晴れ 雨のち晴れ 曇り 靖れ 曇り 晴れ
気温。c 25.3 17.2 21.8 28.2 22.6 23.8 
風 東・弱 北・微 北・やや弱 南西・弱 北北西・弱 南東・弱
j皮 ｛忌 低 fli f底 低 低
表水温。c 21.3 19.9 21.2 24.8 21.0 22 1 
pH 8.4 8.1 7.6 8.5 8.0 8.5 

塩分濃度%。 33.5 27.0 2.0 33.0 11.0 33.0 

表21. 各誠査地点の出現種

St. l St. 2 St. 3 St.4 St. 5 St. 6 

種名 H M L p ]-] M L p H M L I-! M L I-! M L H M L p 

海綿動物

ケヅメケツボカイメン ＋ 

ダイダイイソカイメン ＋＋＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

クロイソカイメン ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋ 

ナミイソカイメン ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 

ムフサキカイメン ＋ ＋＋ ＋ 

尋常海綿綱sp. ＋＋ ＋＋ 

｜刺胞動物

ヨロイイソギンチャク ＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＋＋  ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋ 十

タァジマイソギンチャク ＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋  ＋ 

ヒメイソギンテャク ＋＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

扇形動物

ウスヒフムシ ＋ ＋ 

触宇動物

ホンダワフコケムシ ＋＋ 

シロアミメコケムシ ＋＋ 

チゴケムシ ＋＋ ＋＋ 十

コケムシ綱 spp. ＋ ＋ ＋ 

軟｛本動物

ケハダヒザフガイ 十

ヒメケハダヒザフガイ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＋十＋＋ ＋＋ ＋＋ 十

ヒザラガイ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋十十 ＋＋ ＋ ＋ 

ウスヒザフガイ ＋ ＋ ＋ 

ヤスリ ヒザフガイ ＋ ＋十

ーシキヒザフガイ ＋＋ ＋＋ ＋ 

ケムシヒザフガイ ＋ 

パパガセ ＋ 

ヨメ ガカサ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋斗＋ ＋＋ ＋＋＋ 

マツバガイ ＋＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 十十 ＋＋ 

ベッコウガサ ＋＋＋ ＋ ＋ 十＋ ＋ 

ウノアシガイ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＋十 ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋ 
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表2-2.各調査地点の出現種

St. 1 St. 2 St. 3 St.4 St. 5 St. 6 

種名 H M L p H M L p H M L H M L H M L H M L p 

カモカ、イ ＋ 

コガモガイ ＋＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋十 ＋＋＋ ＋十 ＋＋＋ ＋ 

オボロヅキコカ、モガイ ＋ 

アオガイ ＋ ＋ ＋＋ 十＋＋ ＋＋＋＋ 

クサイロアオガイ ＋ 

コウダカアオガイ ＋ ＋ ＋ 

カスリアオガイ ＋ 

トコブシ ＋ 

クロアワビ ＋ 

シロスソカケガイ 十

スカシガイ ＋＋ 

オトメガサ ＋ 

クボガイ ＋ 

ヘソアキクボガイ ＋ 

クマノコガイ ＋ 

パァイフ ＋ ＋ ＋ ＋ 

アシャガイ ＋ ＋ 

ーシキウズ ＋ 

イシ夕、タミ ＋ ＋ ＋ ＋＋． ＋＋ ＋＋＋ 

クロヅケガイ 十

エビスカ、イ ＋ ＋ ＋ 

スガイ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ 

アマオブネガイ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ 十 ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

ヘソカドタマキビ 十

アフレタマキピガイ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

イボタマキビガイ ＋ 

タマキビガイ ＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 十＋＋ ＋＋＋＋ ÷＋＋ 

リソツボ干21-sp. ＋ 

スズメガイ ＋ 

シマメノウフ不ガイ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋ 

オオヘピカ、イ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

メダカフ ＋ ＋ 

カコボフ ＋ ＋ 

ヒメヨウフク ＋＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

レイシカ、イ ＋＋＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 

イボニシ ＋＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋斗 ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ 

アカーシ ＋ ＋＋ 

フトコロガ、イ ＋ 

ボサツガイ ＋ 十

ムギガイ ＋ 

イソニナ ＋＋ 

ヤタァカ、イ ＋ ＋ ＋ 

アマクサアメフフシ ＋ ＋十

アメフフシ ＋ ＋＋ 十

クロヘリアメフフシ ＋ ＋＋ 

ワミフクロウ ＋＋ 

クロシタナシウミウシ ＋ ＋ 

ヤマトウミウシ ＋ 

キクノハナガイ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋→ ＋＋＋ 

カフマツガイ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 十＋ ＋ 十

シロカラマツガイ ＋ ＋ ＋ 

カリガネエガイ ＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋÷ ＋÷ ＋＋＋ ＋ ＋ ＋＋＋ 

ムフサキイガイ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋十 十＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

ミドリイガイ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 

クログチガイ ＋ 十＋ ＋ ＋ ＋＋＋ 

コウロエンカワヒバリガイ 十 十 ＋ 

ヒメイガイ ＋ 

ホトトキスガイ ＋ ＋ ＋ 

イシマアガイ ＋＋ 十＋＋

アコヤガイ ＋ 

マガキ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 十＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ 

イワガキ 十 ＋＋ ＋＋＋ 

ケガキ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋ 

トマヤガイ ＋ 

セミアサリ ＋ ＋ 

ウスカフシオツガイ ＋ ＋＋ 
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表 23. 各調査地点の出現種

St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 

種名 H M L p H M L p H M L 十l M L H M L H M L p 

アサリ 十

マツカゼカ、イ ＋ 

マダコ ＋ 

星口動物 、

フクロホシムシ科 spp. ＋ ＋ 

｜サメハグPホシムシ綱 sp. ＋ ＋ 

ユムシ動物
キタユムシ科 sp. ＋＋ 

環形動物
サミドリサシバ ＋＋ ＋ 

アケノサシパ ＋ ＋ 

ヒナサキチロリ ＋ 

オトヒメゴカイ科 sp. ＋ 

モノ シリス ＋ 

オイワケコ。カイ ＋＋＋ 

クマドリゴカイ 十十 十＋ ＋＋ ＋＋ 

ヒトップゴカイ ＋＋＋＋ ＋ ＋ ＋＋ 

NereisffJ'! sp. ＋ 

ゴカイ科 spp. 十＋

フサワスウロコムシ ＋十 十 ＋＋十＋ ＋ ＋ 

ヤチウロコムシ 十＋

ハンモンウロコムシ ＋ 

ウロコムシ1ヰsp. ＋ ＋ ＋ 

ウミ ケムシ科 sp. ＋ 

スゴカイ ＋ ＋ 

ナナァイソメ科 sp. ＋ 

Afarphysa ff;fi, sp. ＋ 

イソメ科 spp. ＋ 十＋ ＋＋ ＋＋ ＋ 

ミズヒキゴカイ ＋ 十 ＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋＋ 

クマノアシツキ ＋＋ 

カサネカンザシ ＋ ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

イパフカンザシ ＋ 

ヤッコカンザシ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

カンザシゴカイ科 sp. ＋＋＋ 

ウズマキゴカイ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

シマイシビノレ ＋ 

ヒル綱 sp. ＋ 

!:![1足動物
カメノァ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ 

イワフジツボ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋斗 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ 

クロフジツボ ＋十十 ＋＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋ 

ミナミクロフジツボ ＋＋ 

シロスジフジツボ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ 

タァジマフジツボ ＋ 十＋ ＋＋＋ 

アメリカフジツボ 十

ヨーロッパフジツボ ＋＋＋ ＋＋ 

オオアカフジツボ ＋＋ ＋十＋＋ ＋ 

ーツボンモバヨコエビ ＋＋ ++1 十 ＋ ＋＋ 十 ＋＋ 

ニッポンドロソコエビ ＋ 

ドロク夕、ムシ科目P ＋＋＋ 

アゴナカ、ヨコエビ科 spp. ＋＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

トゲヨコエピ科 sp. ＋＋＋ 

スンナリヨコエピ 十 ＋ 

カギメリタヨコエビ ＋ ＋＋＋ ＋ 

ヒメハマ トビムシ ＋＋ ＋＋＋ 

モクズヨコエビ ＋ ＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

フサゲモクズ ＋＋＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

トゲワレカフ ＋＋ 

マノレエフワレカフ ＋ 

ウミナナフシ科 sp. ＋ 

クロシオナガヘフムシ ＋＋ 

キン夕、チへフムシ ＋ 十

イソへフムシ ＋ 

ニセスナホ リムシ ＋ 

ハパヒロコツブムシ ＋ 

イソコツブムシ ＋＋＋ 
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図8 St.G 滝沢橋の状況

図10. St. I 運動場脇の状況

St.F 碁打橋（図7)

これより約20m上流には，農業用の取水堰（落差

約 lm）があり，調査時には，堰の上流に湛水域が

形成されており，釣り人も見られた。調査はこの取水

堰より下流で、行った。）, ，幅は約lOm, 流幅1～5m
で，寄が｜、｜も見られた。 両岸はコンクリートで護岸され

ているが， その傾斜は緩やかで、あった。底質は主に

砂磯で， 周辺は人家と田畑で、あった。

St.G：滝沢橋（図8)

金目川合流地点、から約200m上流に位置し，周辺

は水田が広がっていた。両岸はコンクリート護岸で，

川幅は約 10mと広いものの流幅は約 3mと狭い。流

路には， 寄洲が見られ，植物が繁茂し，水生動物の

隠れ場所となっていた。底質は砂泥と砂磯で、あった。

St.H：佐の橋（図9)

金目川｜合流地点から約30m上流に位置する。合

流手前で閉塞しているため，調査水域は湛水してい

た。その他はSt.Gの滝沢橋と同様であった。 大型水

生動物ではテナガエビ＼アメリカザリガニが見られた。

St.I ：運動場脇（図 10)

座禅川支川の三笠川の中流に位置する。川｜幅は

3～5m，流幅は0.5～3mと狭く，水量も少なかった。

両岸はコンクリート護岸で， 河道には落差工がし、くつ

か見られたが，直線的で単調であった。底質は砂磯

が主体であるが， 落差工のあるところは，コンクリート
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図9 St. H佐の橋の状況

図 11.St. J下三笠の状況

図12

のたたきで、あった。水質は有機汚濁が進行し， 下水

臭が強かった。周辺は運動場と人家が主体で、あった。

大型水生動物ではアメリカザリガニが見られた。

St.J：下三笠（図 11) 

St. Iから約300m下流の地点であるが，河川構造と

形態はSt.Iとほとんど差がなかった。）, ，幅3～5mfこ対
し， 流幅は0.5～lmと狭く，水量も少なかった。水



質も有機汚濁が進行し下水臭がした。周辺は人家と

田畑が主でーあった。大型水生動物ではアメリカザリガ

ニが見られた。

St.K ：滝沢境橋（図 12)

三笠川の下流にあたり，座禅川本川合流前に位置

する。両岸は鋼板で護岸されていた。底質は砂泥な

いし砂礁で， 寄初、｜が形成されているところもあった。

川l隔は約 3m, 流幅は約 l.5mでフk量は少なかった。
周辺は人家と田畑が主で、あった。大型水生動物で、は

モクズガニ， アメリカザリガニが見られた。

結果及び考察

今回の調査では，7科 17種の魚類が確認された

（フナ属で、同定が不可能で、あった種は除く）。後藤

(1987）及び塚本(1994）からこの17種の生活史型を区

分すると， 純淡水魚はコイ科の7種， ドジョウ科の3

種， ナマズ，メダカの計12種で、あった。回遊魚は降

河回遊魚、がウナギのl種，両側回遊魚はアユ，ハゼ、

科3種の4種，回遊魚合計5種で、あった。全体の約7

割を純淡水魚、が占めていた。座禅川は，河口から約

9km上流にあることから 純淡水魚と回遊魚だ、けの2

区分だけで、あったと考えられる。

地点別に採集された魚種を表21こ示した。 出現地

点の多かった魚種は，ド、ジョウの9地点，タモロコの8

地点，シマヨシノボ、リの7地点で、あった。逆に，ウナ

ギ，ウグイ，ナマズ及びアユの4種類は， 1地点のみ

の出現で、あった。一方， 地点別には， St. FとGの

11種類が最多で，次いでSt. AとBの6種類， St.

D, E及びHの5種類で、あった。全て座禅川本川の地

点で，下流から中流に多い傾向が見られた。支川の

三笠川の出現魚種は少なく，座禅川合流手前のSt.

Kの4種類が最も多いが，全て座禅川本川で確認され

た魚種で、あった。

採集魚類目録

本調査で採集確認された魚種の目録を以下に示し

た。 記載は，科名，種名 ，採集年月日，採集地点

名（St.），採集個体数，標本の体長（最小～最大

mm）の）I［，とした。

ウナギ科 Anguillidae

1 ウナギ A刀＇＆villajaponica 

2000.6.3 St.F 2 162.8← 169.0 

農業用取水堰の下で、採集された。遡上してきた個

体が取水堰のために遡上で、きずに，ここに潜んで、い

表2 地点、別に採集された魚種 （出現種類数には1 9のフナ属を除く）

魚 種 名 5周 査 地 点 出現

A B c D E F G H J K 地点数
ウナギ ． 

2 コイ ． ． ． ． 4 

3 ギンブナ ． ． ． 3 

4 オイカワ ．．．  3 

5 アブ、ラハヤ ． ． ． ． ． ． 6 

6 ウグイ ． 

7 モツコ ．．．  3 

8 タモロコ ． ． ． ． ．．．  ． 8 

9 フナ属 ． ． ．．．  5 

10 ドジョウ ． ． ． ． ． ． ．．．  9 

11 シマド、ジョウ ． ． 2 

12 ホトケド、ジョウ ． ． ． 3 

13 ナマズ ． 

14 アユ ． 

15 メダカ ． ． 2 

16 スミウキゴリ ．．  2 

17 シマヨシノボリ． ． ． ． ． ． ． 7 

18 ヌマチチブ ．．  2 

出現種類数 6 6 3 5 5 11 11 5 4 
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たものと思われる。座禅川｜では初記録となるが，金目

川では下流で，木村(1988），勝呂 ・安藤（2000），勝

目ほか(1998）により記録されていた。

コイ科Cyprinidae

2 コイ Cyp1inus carp1iり

2000.7.29 St.A 1 154.0 

2000.7.l StB 4 48.8 147.7 

2000.7.l St.E 4 37.7 51.7 

採集は上記のみであるが， 目視ではさらに多くの

個体が観察された。St. BとEの体長が40mm前後の

個体は， 体長から当年の春季に産まれた当歳魚と考

えられる。本水域で、コイの産卵が行われ，ふ化し， こ

の大きさまで成長していることがわかった。上流の

St.Aでは，大型の個体が多く見られたが， 聞き取り

によればこれより上流には， ゴ、ルフ場の池から流出し

たコイが多くいるとしづ。木村（1988）及び勝呂ほか

(1998）からも記録されていた。

ミ キンすす Ca.rassiusau.ratus Jangsdor缶

2000.7.1St.A1 108.9 

2000.7.29 St.A 4 37.9-110.0 

2000.6.3 St.F 1 76.0 

2000.5.27 St.G 1 107.6 

上流から下流まで見られ，コイと同様の分布を示し

ていた。外部形態，偲把数などから本種と同定した。

ギンブナは浜口 ・林（1983），木村（1988）及び勝呂ほ

か（1998）からも記録されていた。なお， 勝呂ほか

(1998）は， キンブナを記録していたが，今回の調査

で、は確認で、きなかった。

4 オイカワ Zacco platYJフ凶

2000.6.3 St.F 1 56.6 

2000.6.17 St.G 3 67.5 94.3 

2000.5.21 St.G 9確認のみ

2000.5.27 St.H 9 36.4-65.2 

下流で多く見られた。勝呂ほか（1998）からも記録さ

れていた。金目川では広い範囲に分布しており（浜

口・林，1983；木村，1988；勝呂ほか，1998），優占

種の一種と思われる。

5 アブラハヤ PhoxinusJago附 kiistθindach刀θri

2000.7.1St.A10 18.7 82.0 

2000.7.29 St.A 1 26.6 

2000. 7 .1 St.B 2 72.0-73.1 

2000.7.1 St.C 1 40.9 

2000.6.17 St.D 1 92.6 
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2000.6.3 St.F 1 46.9 

2000.6.17 St.G 1 77.l 

座禅川の6地点で確認されたが，上流に多い傾向

が見られた。過去には， 木村(1988）の記録がある。

6 ウグイ 日bolodonhakonensis 

2000.6.17 St.G 7 25.4-91.0 

2000.5.21 St.G 2確認のみ

下流のSt. Gのみで採集された。過去座禅川では

記録されていない。また，金目川でも過去の採集記

録は少ないが（浜口・林，1983；木村，1988，勝呂ほ

か，1998），秦野市内の金目川では，ウグイが優占種

であると報告されている（秦野自然研究会，1985）。

7 モツゴ 丹氏1do.rasboraparva 

2000.7.1St.E218.7-32.2 

2000.6.3 St.F 2 51.5 64.2 

2000.5.21 St.G I確認のみ

中流から下流にかけて分布していた。木村(1988)

及び勝呂ほか(1998）の記録にも見られた。

も ヲモロコ Cnathopogonelongatus elongatus 
2000.7.1St.A1 28.3 

2000. 7 .29 St.A 11 27 .8-66. 9 

2000.7.l St.B 16 21.3 65.7 

2000.6.17 St.D 1 62.6 

2000.7.1 St.E 5 20.6-67.8 

2000.6.3 St.F 2 58.7-64.9 

2000.5.21 St.G 2確認のみ

2000.5.27 St.H 1 65.2 

2000.5.27 St.K 1 52.9 

ド、ジョウに次いで多し、8地点で確認され， 上流では

個体数も多かった3 過去には勝目ほか（1998）からも記

録されていた。

9 フナ属 Carass1山 sp.

2000.7.1 St.B 1 31.9 

2000.7.l St.E 3 26.8-33.0 

2000.6.3 St.F 3 20.2 21.1 

2000.6.17 St.G 123.8 

2000.5.27 St.H 1 15.0 

上流から下流まで広い範囲に分布していた。 フナ

属の稚魚と思われるが， 同定までには至らなかった。

体長から当年の春季に産まれた当歳魚と思われる。

ドジョウ科 Cobitidae

1 0 Fジョウ Misgurnus釦1gwllicaudatus



2000.7.1St.A1150.l 

2000. 7. 29 St. A 3 50. 2 112. 8 

2000. 7.1 St.B 3 28.8 88.1 

2000. 7. 1 St. C 3 69. 6 95. 6 

2000. 6. 17 St. D 3 71. 6-108. 0 

2000.6.3 St.F 1 95.8 

2000. 5. 21 St. G 2確認のみ

2000.6. 17 St.I 2確認のみ

2000.6.3 St.J 8 16.9-91.9 

2000.5.27 St.K 5 66.8-130.2 

最も多くの地点に出現した。特に支川｜の三笠川で

は3地点全てで確認され，稚魚も多く見られた。また，

St. Iで確認された2尾のうちのメスは，抱卵していた。

流れが緩やかな泥底を好むドジョウが多いということ

は，周辺環境に水田やそれに連なる用水路やそれに

類似した環境があることの一つの証明と考えられるO

1 1 シマドジョウ Cobitisか・waθ

2000.6.17 St.G 3 49.6 66.7 

2000.5.21 St.G 4確認のみ

2000.5.27 St.K 4 47.8-51.4 

座禅川下流のSt. Gと三笠川下流のSt. Kの2地

点で確認された。両地点ともシマドジョウの好む砂泥

底で、あったO 木村(1983）及び勝呂ほか(1998）からそれ

ぞれ記録されており， 特に，木村(1988）は今回確認

で、きなかった座禅）｜｜の上流で記録していた。

1 2 ホトケドジョウ Lefuaθd1igonia

2000.7.1 St.B 2 29.2-29.3 

2000.7.1 St.C 10 9.1-53.3 

2000.6.17 St.D 9 20.1 51.9 

座禅川の上流3地点で確認された。St. Cでは稚

魚から成魚まで確認され，繁殖水域として重要な場所

と考えられる。過去同じ水域で浜口・林（1983）から記

録されていた。金目川にはそのほかに支川の細流で記

録されていた（秦野市自然環境調査保全研究会，1993;

秦野自然研究会，1985，勝呂ほか，1998）。本種は，

神奈川県レッド、データ生物調査（浜口，1995）では絶

滅危倶種に位置づけられており，本種の生息は金目

川水系で、も貴重な存在とし、える。

ナマズ科 Siluridae

13 ナマス S1lW7Jsasotus 
2000.7.1 St.E 4 35.9-72.4 

上記の1例のみで，座禅川では初記録となる。体

長サイズから当年に生まれた当歳魚と思われる。座禅

川近くでは，金目）｜｜本川と座禅川が合流した後の地
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点から記録されていた（木村，1988）。過去の記録で

も，金白川｜からの採集地点及び採集個体数は少ない

（浜口 ・林，1983；木村，1988，斎藤・浜口，1988；勝

目ほか，1998）。ナマズは，田植えの時期に用水路や

水田で産卵することが知られているが（片野，1998),

座禅川を含めた金目J11での分布状況，産卵時期，産
卵行動，産卵場所など詳細な情報はない。ナマズの

産卵は，田植えの時期などとの関連も指摘されている

ことから，水田を主体にした周辺の環境は，ナマズの

生活史上重要であると考えられるが，詳細な関連につ

いては， 今後明らかにする必要がある。

アユ科 Plecoglossidae 

14 7ユ Plecoglossusaltivelis altivelis 
2000.6.3 St.F 1 92.2 

上記の1例のみ。座禅川では初記録である。天然

遡上の個体と考えられるが，農業用取水堰のために

遡上を阻まれたものであろう。過去金目川の記録で

は，下流の水域が主であるが（木村，1988；斎藤・浜

口，1988；勝目ほか，1998），上流の秦野市内の水域

からも記録されていた（秦野自然研究会，1985）。

メダカ科 Adrianichthyidae

1 5 メダカ OryziasJatipθ5 

2000.6.3 St.F 1 26.4 

2000.5.27 St.H 1 21.8 

全てヒメダカで、あった。人為的に放流されたものと考

えられるが， 金目J11も含め過去に採集の記録はない。

ハゼ科 Gobiidae 

1 6 スミウキゴリ Cymnogobiuspθtschiliensis 

2000.5.21 St.G I確認のみ

2000.5.27 St.H 1 33.9 

本種はこれまで， Cymnogobius sp. lと記載されて

いたが， Stevenson(2002）により Gym刀ogobius

petschiens1旨と同定された。第1背ピレの後端に黒斑

がないことから本種と同定した。座禅川では初記録で

あるが， 金目川の下流では記録されていた（勝目ほ

か，1998）。

1 7 シマヨシノボリ Rhinogobiu ssp. CB 

2000.7.29 St.A 1 52.3 

2000.7.1 St.B 6 39.7-53.5 

2000.6.17 St.D 9 38.5-56.7 

2000.7.1 St.E 5 42.5 55.3 

2000.6.3 St.F 1 61.1 

2000.6.17 St.G 11 32.4-56.9 

2000.5.21 St.G 4確認のみ



1ウナギ
2コイ
3ギンブナ
4キンブナ
5オイカワ
6アブラハヤ
7ウグイ
8モツゴ
9タモロコ
10力マツカ
11フナ属
12ドジョウ
13シマドジョウ
14ホトケドジョウ
15ナマズ
16ワカサギ
17アユ
18ニジマス
19ヤマメ
20カダヤシ
21メダカ
22カジカ
23スズキ
24コトヒキ
25ギンガメアジ
26クロメジナ
27ボラ
28セスジボラ
29力ワアナゴ
30ミナミハゼ
31ウキゴリ
32スミウキゴリ
33マハゼ
34アシシ口ハゼ
35ヒメハゼ
36シマヨシノボリ
37オオヨシノボリ
38卜ウヨシノボリ
39ヌマチチブ
40ヨシノボリ属

種類数

座禅川と金目川の出現魚種

魚種名 の
川
一
回
禅
一
＠
一
。
＠

今
座
一

。
。
。
＠
＠

勝呂ほか
(1998) 

O
一
。
。
。
＠

0
0
0
0

木村
(1988) 

O
一
＠
。

0
0
0
0
＠
0

0

浜口・林
(1983) 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

表3

2000.5.27 St.K 140.1 

ドジョウ，タモロコに次いで多くの地点、に出現した

が， これまで座禅川では記録されていなかった。金

目）11では広い範囲に分布していた（木村，1988；勝

呂ほか，1998）。このほかに金目川で見られるヨシノボ

リ類は，主に上流域に広く分布しているオオヨシノボリ

と分布記録は少ないがトウヨシノボリが記録されていた

（木村，1988，相模湾海洋生物研究会，1997；勝呂ほ

か，1998）。

1 8 ヌマチチプ

2000.6.3 St.F 1 76.4 

Tndentiger brevi号pinis

＠
一
＠
＠
＠
一
＠

。一
O
＠
O
一O

0 
@ 

。
。
＠一
0
0
0

2000.6.17 St.G 184.1 

上記の2例だけで，採集個体数も少なかった。座

禅川では初記録であるが，金目川の中流から下流に

かけて広い範囲で分布している（浜口・林，1983，木

村，1988；斎藤・浜口 ，1988；勝目ほか，1998）。 。

。

。
。

。

O
一0
0

。。

0 
0 
0 
0 
0 
8 (28) 

0
0
一O
。。
。

。。

。

。。
。

。

。

。

0
0
0
0
 

。。

。
。
。。
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j主分回の座禅川の出現魚種と過去に座禅川及び金目川で確認さ

れた魚種を示す勝目ほか（1998）には勝呂・安藤（2000）を含めてあ

る。印は座禅川の出現種（過去の出現種では，座禅川と金目川

の両方に出現したことを示す）.0印は金目川だけの出現種，（）

内は金目川を含めた種類数を示す種類数には，11のフナ属と40

のヨシノボリ属は除いた

里山の代表的な魚類として，ホトケド、ジョウがし、る。神

奈川県レッド、データで、は絶滅危倶種に位置づけられて

いるが（浜口 ，1995)'地域ごとの個体群保護のため

の種苗生産が現在では可能になった（勝呂，1999）。

しかしながら，里山を流れる小川は，細流で環境の変

化を受けやすく，更に里山自身が消滅してしまう可能

5 (21) 3 (24) 

61 

座禅川の魚類相の特徴

金目川水系の魚類については，これまで浜口 ・林

(1983），秦野市自然環境調査保全研究会(1993），秦

野自然研究会（1985），木村（1988），斎藤 ・浜口

(1988），相模湾海洋生物研究会（1997），勝目 ・安藤

(2000），勝呂ほか（1998）の報告がある。このうち3 浜

口・ 林（1983），木村（1988），勝呂ほか（1998）は座禅

川についても報告している。 これらの結果をまとめ表

3に示した。今回座禅川で初めて記録された魚種は，

ウナギ，ウグイ，ナマズ，アユ，メダカ，スミウキゴリ，

シマヨ、ンノボリ及び、ヌマチチブの8種で、あったが， 逆に

確認されなかったのは，キンブ、ナの1種だけで、あったO

また，座禅川で確認された17種は，メダカを除き

金目川でも確認されており， 金目）11から座禅川への

遡上を阻害する障害がないことから，回遊魚以外でも

容易に進入することができると推測される。

座禅川の魚類相の特徴は，一つはヤマメなどのサ

ケ科魚類やカジカなどに代表される渓流性魚類が確

認されなかったことで、ある。これは座禅川に上流域の

河川形態Aa型が存在しないことや水温など、の物理的

な環境条件が適さないことによるものと考えられる。も

う一つは，河口からの距離が長いため，周縁性魚類

が出現しなかったことで、ある。更に，座禅川での魚類

相の主体は，コイ科， ド、ジョウ科など、の純淡水魚で、あ

るが，金目川のそれと比べても特徴のある魚種は見ら

れなかったo

座禅川の周辺環境の特徴

座禅川流域は， 主に田畑とそれを取りまく正陵で

構成されており，それに付随して人家などが見られ

た。いわゆる里山と呼ばれる特徴を持っていた。この



性がある。里山の保全を行うためには， 今後その構

造と生息する魚類との関連や機能を詳細に調査検討

を行うことが重要であると考えられる。

まとめ

金白川｜水系座禅川の魚類相の調査を2000年5月

から7月まで、行った。7科 17種の魚類を記録したが，

そのうち純淡水魚が12種，回遊魚が5種とコイ科主体

の純淡水魚が約7割を占めていた。

多くの地点に出現した魚種はド、ジョウ，タモロコ，シ

マヨシノボリの順で、あった。また，多くの魚種が出現し

たのは， 中流から下流にかけての水域で、あったが，

支川の三笠川で、は出現魚種は少なかったO

座禅川の魚類相は，渓流性及び周縁性の魚類が

見られなかったことや金目）11の魚類相と比較しても，

特に特徴が見られないとし、うことがわかった。

座禅川流域の周辺環境の特徴は，いわゆる里山と

呼ばれてしも構造で、あった。この里山の構造と生息し

ている魚類との関連を更に調査検討を行うことが重要

であると考えられる。
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平塚市虹ケ浜海岸に打ち上げられたシロナメハダカ

山田和彦・永井紀行

Kazuhiko Yamada and Noriyuki Nagai: A Bar・racudinaFish, Lθstidiops jayakari 

(Paralepididae, Tereostei) Stranded on Nijigahama, Sagami Bay, Central Japan 

Summary: An adult of barracudinafish, Lθst1・diopsjayakari (Boulenger, 1889), was stranded on 

Nijigahama beach, Sagami Bay on 14 Febuary 2002. Its occurence is northernmost record in the 

western Pacific of this species. 

はじめに

平塚市博物館では，1990年から「漂着物を拾う会」

を定期的に催し，平塚市虹ケ浜海岸を中心に漂着物

の観察と収集を行ってきた。2002年2月14日，虹ケ

浜海岸に白く細長い魚が打ち上げられた。この標本

は「漂着物を拾う会jの新井和雄氏によって平塚市博

物館に届けられた。本個体はハダカエソ科クロナメハ

ダカ属のシロナメハダカLθstidiopsjayakari (Boulenger, 

1889）に同定された。圏内では駿河湾、沖縄近海か

ら採集されているが，標本の詳細な記載はなされてい

ない。本報告では， シロナメハ夕、、カの数少ない成魚

の記録として記載し， あわせて採集状況を報告する。

図1 採集地点

相模湾
SagamiBay 

f 

1.Skri 

Map showing collecting point of Lestidiops jayakan. 

調査方法

主要な測定部位はRofen(l961）に従った。標本は

10%フォルマリンで、固定した。標本は平塚市博物館に

HCM 51 815として登録し保存されている。

記載

背鰭は状態が悪く残存している鰭条は10軟条であ

るが，軟条の間隔が不連続な箇所があり， その部分

に軟条があったとすると約 150智鰭24軟条。胸鰭11軟

条。腹鰭9軟条。側線鱗数67。側線部分を除き無鱗。

体長159.5mm，全長167.0mm，頭長25.2mm，吻

長13.7mm，体高14.6mm，体幅8.9mm，眼径7.lmm,

胸鰭長5.8mm，腹鰭長5.6mm，磐鰭長9.25mm，瞥

鰭基底長26.4mm，背鰭の位置 （体長の） 57.1% 

91.lmm腹鰭基部の位置81.15mm(50.8%，体長に

対する百分率， 以下同様），腹鰭後端の位置91.2mm

(57.2%), ~工門の位置 97.9mm (61.3%），磐鰭の位

置148.5mm (93.lo/o），脂鰭の位置142.2mm(89.2 

%に腹鰭後端から腎鰭基部までの距離33.65mm

(21.1 % ）鼻孔の位置8.6mm(62. 7%；吻長に対する

百分率，以下同様），上顎後端の位置ll.Omm (80.3 

%）。

上顎の歯数は， 犬歯24＋臼歯26=50。眼の直前

の乳状突起はない。鮮時の観察より， 腹部の発光器

はない。

図2 シロナメ／＼ダ力 Lestidiopsjayakari, HCM 51 815, 159.5mmSL, Nijigahama. Sagami Bay, Central Japan 
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鮮時の体色は，全体に透明 表1.シ口ナメハダカおよび近縁種の頭長に対する各部の比率 （%）

感のある白色で，各鰭は無色。 Proportional di冊 ntions in問rcent of standard length and counts (After Roten, 1966) 

固定後は全身白色。

比較
L. j. jayakari L. j. pseudo. L. mirabilis L. pacificum HCM 

本個体は胸鰭が短く腹鰭に
Head length 19.4-22.0 17.3-21.2 23.7-25.1 14.8-20.1 1 S.8 

達しない， 下顎は先端付近で
Snout length 8.1-10.2 6.5-10.3 12.3-13.7 4.9-9.8 8.6 

下方に曲がる，腹中線に沿っ
Snout to Vent 56.3-59.6 55.7-60目4 64.9 67.0 51.1-64.6 61.3 

Predorsal 56.5 60.1 57.2・59.8 59.9-61.4 57.2-61.0 57.1 
た発光器がない，腹鰭起部は

Preanal 77.3 79.4 76.7-79.9 75.9-78.4 77.0-81.3 93.1 
背鰭起部より前方にある，目工門

Preventr日i 51.5-54.0 48.4-52.4 60.6-62.5 54.2-58.0 50.8 
は背鰭起部直下付近にある，

Dorsal to Ventral 4.7-6.5 

鼻孔は上顎後端より前方にあ Dorsal to Anal ー0.20.9 

る，腹鰭は短く磐鰭に達しない Dorsal fin rays 10 

などの特徴から，クロナメハダ Anal fin rays 27 31 

カ層JLθstidfopsで、ある。本属に Pectral fin rays 11 12 

は 14～20種が知られており， Teeth on premaxill: 85 

日本近海からはシロナメハ夕、、 Lateral line pore 56 76 

カ， クロナメハダカム／刀irabilis

(Ege, 1933), ネッタイナメハタ守カム 1i1dopacijica(Ege, 

1953），ヤセハダカエソl.sphy1ヨθnofd，θsHubbs, 1916 

の4種が記録されている（藤井， 1984、中坊，2000、

沖山， 1988）。本個体は，日工門が背鰭直下にあるこ

と， 腹鰭後端は背鰭起部より前方にあることから中坊

(2000）のシロナメハダカム jayakan・に相当する。表

1にLjayakariの亜種および、太平洋から記録のある近

縁種との比較を示す。本個体は， 中坊（2000）や

Rofen(l 966）の検索表で、は，シロナメハダカに査定され

るが，各部位の比較をみると，どの種，亜種とも一致

しない。シロナメハダカはRo「en(1966）やPost(1984) 

が指摘しているように， 種および亜種の整理がなされ

ていないため，現時点では種の特定が困難である。

今後，シロナメハダカ種群の再検討の際，本個体は

重要な情報源の1つとなると思われる。

備考

本個体は早朝に打ち上げられており，採集時には

体の透明感もあり死後間もなし吐息われた。採集当日

(2002年 2月 14日）の海況は，相模湾奥部の表面

水温は 13°Cで，黒潮は八丈島と三宅島の聞をやや

房総半島に近寄る形で東進していた。またこの日の

前後に急激な海況の変化はみられなかった。以上の

ことより， 海況を見る限り本個体が打ち上げられた直

接の要因は，明らかではない。 本種はこれまで地中

海，北緯43°以南の大西洋， 南アフリカ， マダガスカ

／レ，ケニア，モルジブ，スマトラ沖，セレベス海，オー

ストラリア東岸からマノレキーズ諸島，沖縄近海，駿河湾

から記録がある。相模湾からは初記録であり，太平洋

での分布の北限となる。なお相模湾では， ハダカエソ
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5.9-7.4 0.2-1.2 2.3-3.5 6.3 

-0‘4田1.2 14.4-17.8 3.6-4.3 21.2 

10 9 11 10 10 

29-31 28-30 26-30 24 

12-13 11-13 11・12 11 

55 67 50 

56-76 73 75 67 

科魚類としてフタスジナメハ夕、、カ Lθstrolepisinte刀刀θL拘

(Poey, 1864）とハダカエソムjaponica(Tan出a,1908）の記

録がある。フタスジナメハダカは，三浦半島沿岸の定置

網でしばしば漁獲される（山田， 1990、山田 ・工藤，

2001)。

おわりに

本報告を作成するに当たり， 標本登録の便を図って

くださった平塚市博物館の浜口哲一氏， 資料収集し博

物館にご寄贈し、ただいた新井和雄氏に深く感謝する。
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三崎魚市場に水揚げされた魚類－XII

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko Yamada and Takahiro Kudo: 

Landing Fishes of Misaki Fish Market, from Sagami Bay-XII 

Summary: Ichthyofauna of Sagami Bay has been researched by us, and 553 species has hitherto been 

recorded since 1986. In the present paper, four species are additionally recorded. Alubula forstθ＇I'i 

(Albulidae) and Triso dermoptθ'TU 

はじめに

筆者らは相模湾の魚類相を明らかにするために3

三崎魚市場において周辺海域の漁獲物調査を継続し

ている。これまでに549種を記録したが（山田 ・工藤，

2002), 新たに記録された4種について報告する。

調査方法

三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち， 相模湾で

採集されたものについて，種類，採集場所，採集方

法を記録した。調査期間は2001年10月から2002年

9月までの1年間である。 1ヶ月平均5回， 合計62回

の調査を行った。ここでしづ相模湾とは，伊豆半島石

廊崎と房総半島洲崎を結んだ線以北のうち，観音崎

一富津岬以北の東京湾を除く海域である。採集場所

の名称を図1に示す。標本として採集した魚は，新鮮

なうちに写真撮影したのち 10%フォノレマリンで、固定し

た。標本は横須賀市自然 ・人文博物館に魚類資料

(YCM P）として登録し保存した。

図1 採集地点

Map showing collection localities in Sagami Bay 

65 

海況について

調査期間中の相模湾付近における海況は，概略

次のとおりで、あった。黒潮は，10～12月に八丈島以

南を通って大きく東へ迂回し， 1～4月は八丈島 ・三

宅島聞を直進して流れた。相模湾の水温は2月まで

平年より2°C前後低め， 3, 4月はやや高めで推移し

た。黒潮は5, 6月に一旦蛇行して水温は平年並み

に戻ったが， 7月以降伊豆諸島北部に接岸 ・直進し

て流れ， 8月上旬には平年より3°C以上高し守齢、暖水

波及がみられた。黒潮は9月の小規模な冷水域の東

進に伴った小蛇行後， 10月いっぱいまで八丈島 ・三

宅島聞を通る流路に落ち着いた。1 10月の湾内水

温は平年並みからやや高めで推移した。

調査結果

新たに記録された魚類について， 通し番号， 和

名，学名，図版番号，採集年月日，採集場所およ

び採集方法，体長（SL)，登録番号，分布記録など

の）I慎に記載した。和名， 学名および一般的な分布記

録は中坊編 （2000）に従った。

550. ソトイワシAlbu!aforstθ刀・（図21) 

2001年10月3日，藤沢定置網，SL;660mm,YCM 

P31868；ソトイワシ科魚類のうち， A. forsteriとA

g!ossodontaの2種がインド・太平洋の温暖海域に分布

するとされている。このうち日本国内からは，ソトイワシ

A. forsten・（A.neogw刀aicaが使われていたがSmith& 

Randall ( 1999）によってA.forsten・の異名とされた）のみ

が知られていたが，近年A.g!ossodontaも西表島から

記録された（日高ほか，2002）。これらのことから， 本

個体も詳細に観察した結果，頭長は上顎長の3.12倍で

やや短かったものの，下顎先端が突き出ることからA.

forstenとした。相模湾で採集された標本が博物館などに
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図21ソトイワシAlbu/aforsteri ,YCM-P31868, SL660mm; 2：トゲヨウジSyngnathoidesbiacu/eatus ,YCM-P31985, SL215mm; 

3トピ、ハタ Trisodermopterus ,YCM-P39987, SL 187mm; 4：サザナミヤッコ Pomacanthussemicirculatus,YCM-P39988, 

SL146mm 

保存されているが，これらも再検討の必要がある。な

お ，これまで、文献による相模湾からの記録はない。

551. トゲヨウジSyngnathoidesbiaculeatus （図2-

2) 2001年11月23日，藤沢定置網，SL;215mm,

YCM-P31985；相模湾以南、インド・太平洋の温暖海

域に分布する。相模湾では三浦半島南西部（工藤 ・

阿部，1991），天神島（林，1995）から記録がある。

552. トピハタ 刀ブsodθnnoptθrus （図23) 2002 

年9月11日，藤沢定置網，SL;l82mm,YCM-P39987; 

南 日本以南，西部太平洋、インド洋東岸に分布す

る。相模湾からはこれまで、記録がなかったが， 本個体

のほか10月9日に同じ藤沢定置網で175mmの個体，

三浦市近海で1個体 （工藤 ・山田，2003）が採集さ

れている。

553.サザナミヤッコPomacanthussθmicirculatus 

（図25) 2001年 12月16日，毘沙門定置網， SL;

146mm, YCM-P39988；千葉県以南、インド ・中部太

平洋に分布する。相模湾では， 三浦半島南西部（工

藤 ・阿部， 1991），天神島（林，1995），芝崎 （萩

原 ・長谷川， 1990),田ノ浦湾（東ほか，1989）か

ら記録があるが， すべて幼魚の記録である。本個体

は成魚に近いが，相模湾で越冬したのか，成長した

ものが泳ぎ着いたのかは明確で、はない。
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おわりに

本報告を作成するに当たり，標本登録の便を図っ

てくださり，種々ご教示いただいた横須賀市自然・人

文博物館の林公義氏，資料収集にご協力いただい

た丸タ丸，丸共丸， 共栄丸，諸磯丸，万七丸， 三

崎沿岸漁業協同組合ほかの方々に深く感謝する。

文献

萩原清司 ・長谷川孝 • 1990. 葉山町芝崎周辺の沿岸魚類 神

奈川自然詩資料，（11):103 110. 

林公義 1995. 天神島自然教育園海域の魚類相 横浜国立大

学原境科学センター紀要，21(1): 243-258. 

東禎三 ・林 公義 ・長谷川孝一 ・足立行彦 ・荻原清司，1989.

伊豆半島須崎，回ノ浦湾周辺海域の魚類，Bull.Coll. Agr 

& Vet. Med., Nihon Univ., (46): 175-185. 
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目木魚類学会年会講演要旨，p60

工藤孝浩 ・岡部久， 1991. 三浦半島南西部沿岸の魚類 神奈

川自然誌資料，（11):29 38 

工藤孝治・山田和彦， 2003.三浦半島南西部沿岸の魚類 V 神

奈川自然誌資料，（24):49-54. 

中坊徹次編， 2000. 日本産；魚類検索全種の同定 第2版．東海

大学出版会，東京
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identification guide fo1 fishery purposes. The living marine 
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三浦半島におけるハクピシンの交通事故死3例

池田等・山田和彦

Hitoshi Ikeda and Kazuhiko Yamada: Three Records of Traffic Accidental Death of 

Masked Palm Civet (Paguma larvata) in Miura Peninsula, Kanagawa Prefecture 

はじめに

神奈川県内におけるハクピシン Paguma加問ta（食

肉目 ・ジャコウネコ科）の分布状況については，中村ほ

か（1989), 中村（1990), 中村 ・石原（1992), 中村ほ

か（1996）による報告がある。中村ほか(1996）によれば

三浦半島での本種の分布記録は， 1991年と 1992年

の横須賀市における2件だ、けであった。また，1995 

年までに三浦半島の付け根にあたる鎌倉市や横浜市

栄区 ・金沢区で計4件の’情報があったが，三浦半島

北部（逗子市 ・葉山町）における本種の生息に関する

情報はなかった。

この度， 筆者らは三浦半島の葉山町と三崎市で，

交通事故死によるハクどシン3個体を確認したので報

告する。この結果から本種は1991年以降， 三浦半島

広域に分布を広げ， 現在では相当数が分布している

と推定される。

最近では千葉県においても本種の分布が多数確認

され（落合， 1998；落合 ・浅田， 2002), マスコミを通

じ， 関東地方各所に本種の出没が話題となっている

中，今後のさらなる分布拡大， 個体数増加による生

態系あるいは農作物への影響が懸念される。

相

模
湾

図1 ハクヒ、シン交通事故死確認地点

〈？

東
京
湾

5Km 
．．．．．．．．．．．．．． 
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なお，神奈川県内の野生晴乳類の交通事故死に

ついては，足柄上郡山北町における山口（2001）の報

告があり，ハクピシン10頭の事故例があった (1997～

1999年 間）と記録されている。

おわりに， 情報および写真を提供していただいた

日高芳子氏に感謝申し上げる。

記録

l. 2002年 l月l日

三浦郡葉山町一色県道葉山しおさい公園前で交通

事故死（池田等確認），♂頭胴長 33.5cm，尾長

24.5cm，体重830g（図 l，図 2-1)

2. 2002年3月24日

三浦市引橋県道で交通事故死（山田和彦確認），

♀頭胴長51.0crn，尾長37.0cm，体重3500g（図 1,

図2-2)

3. 2002年5月20日

三浦市諸磯で交通事故死（日高芳子氏確認L全
長約70cm，性別 ・体重不明（図 l，図2-3)

文献
中村一恵 ・石原龍雄 ・坂本堅五・山口佳秀， 1989.神奈川県にお

けるハクピシンの生息状況と同穫の日本における由来につい

て 神奈川自然誌資料， (10):11-41

中村一恵，1990.神奈川県におけるハクビシンの生息状況（補遺）神

奈川自然誌資料，（11):75-78. 

中村一恵・石原龍雄，1992.神奈川県におけるハクヒ＼ンンの生息状

況（補遺2）.神奈川自然誌資料，(13）：。 16. 

中村一恵， 1996.神奈川県におけるハクビシンの生息状況（4）.神奈

川県立自然保護センタ一報告，（13):41-45. 

落合啓二， 1998.千葉県におけるハクビシンの分布と移入経路．千

葉中央1専自然誌研究報告，5(1):51 54 
落合啓二 ・浅田正彦，2002.ハクヒ、シンの千葉市への移入 千葉

中央博自然誌研究報告，7(1):17 19. 

山口喜盛，2001.山北町における野生日甫乳類の交通事故死e 神奈

川自然誌資料，（22):25-28 



ヰ

図2-1. 三浦郡葉山町色県道の交通事故死体 （写真池田等）

（池田葉山しおさい博物館，山因。相模湾海洋生物研究会）
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タイワンリスがキイロスズメバチの巣を襲った！

清水順士・中村一恵

Junsi Shimizu and Kazue Nakamura: 

Pallas’s Squirrel Attacked the Nest of Japanese Hornet 路＇Spasjmj]Jjma ! 

はじめに

タイワンリスはハイガシラリス属（ゐllosciuTus）に

分類されるリス科動物である。この属には16種が知ら

れ（Wilsonand Reeder, 1993), そのうちの1種がタ

イワンリス （C.Bl／政raeus）である。シッキム， ブータ

ン， アッサム， ミャンマー， 中国南部，タイ， マレイ

シア半島，海南島，台湾などにかけて広く分布してい

る。現在，わが国にはこのうち台湾原産のタイワンリス

が日本に持ち込まれ，南関東以西の太平洋岸域を中

心に野生化している。

タイワンリスの食性は，以下の本文中で述べるように

基本的には植物質から成り，昆虫などの動物質の占め

る割合は小さし、と考えられるが，今回，鎌倉市におい

てタイワンリスがキイロスズ、メパチの巣を2度にわたって

攻撃または破壊する行動を観察したので報告する。

発見の経緯と観察記録

筆者 u青水）は2002年初夏から週2～3回の頻度
で，空家（鎌倉市腰越 1330205, 図1）の二階霧

よけ部に作られたキイロスズメバチ（ゐ伊'8simillima) 

の生態観察を続けていたが， その際にタイワンリスが

キイロスズ、メパチの巣を攻撃するのを2回目撃し，その

場面を撮影できた。以下に観察記録を述べる。

図1 タイワンリスがスズメバチの巣を攻撃した行動が観察され

た環境矢印はキイロスズメパチの巣の位置を示す 清水II頃士

録卑
＂＇ノ
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1) 2002年 10月 15日（図2)

10月 15日の朝，いつものようにキイロスズ、メパチの

巣を観察していると， 「クックッ」とし、う声と共に霧よけ

部の端部からタイワンリスが現われ，キイロスズメバチ

の巣付近にゆつくり近づき，巣を通り過ぎて外壁を這っ

て2階ベランダに至り， 数秒間止まっていた。その直

後，もと来た経路を逆戻りして再び霧よけ上に至り，約

3m~まど離れた位置から再び巣に近づ、き，直前でいっ

たん停止した直後，巣の頂部をめがけて突進した。後

足は霧よけを踏み，前足で巣の壁を破り，何かを口に

運んでいるのが認められた。 3～4秒ほどその動作を
続けてから，巣から身体を若干引き，最初に姿を現わ

した霧よけの端部に走って移り， 姿を消した。

図2 キイ口スズメバチの巣を襲うタイワンリス 2002年10月15日

午前6:59.清水順士撮影

2) 2002年 10月20日（図3)

空家の前で観察を始めたときには， すでにタイワン

リスは霧よけ上から前足と頭部を巣の頂部に突っ込ん

で、何かを漁っていた。次の瞬間，巣の頂部に飛び移

り，巣にまたがって前足と頭部を巣の頂部の穴に入れ

たり出したりして何かを食しているかのように口を動かし

ていた。その動作は極めて素早く感じられ，最初から

霧よけ端部へ姿を消すまでの時間は15～20秒で、あっ
た。タイワンリスが巣から立ち去った直後に，1頭のキ

イロスズ、メパチが巣から飛び出た。

なお，図3の写真撮影時の30秒前には数頭のスズ



メパチが巣に出入りする姿があったが， タイワンリスが

巣を襲っていた数秒間はスズ、メパチの姿はなかったO

図3 キイロスズメバチの巣を襲うタイワンリス 2002年10月20日

午前6:45.清水順士撮影

論議

鎌倉のタイワンリスはスダジイやタブ、ノキなどの照葉

樹林，落葉樹の二次林，スギ， ヒノキなどの針葉樹

林など森林地帯を生活域としてしもが，森林に隣接し

た人家の庭にも出現する（中村，1975，田村， 1996)0 

そこでの食性は 97%が植物質であり，残りの3%はア

リ， セミ， キクイムシ， 虫こぶ，カタツムリなどの動物

質である（田村， 1990）。同じく移入先である伊豆大

島産のタイワンリスにおいても， その食性は一年を通

じて，花，葉，果実，種子などの植物質を主要な餌

とし， とくにヤブツバキに対する依存度が高い（園田

ほか，2001）。移入先でのこうした食性は原産地とも

一致している（Tamura巴tal., 1989）。

原産地の台湾南部では93%が植物質，残りの7%

が動物質で，とくにシロアリが頻繁に利用されている。

種子や果実を食べる割合は季節変動が少なく，1年を

通して平均78%と高い値を示す。ところが，鎌倉のタ

イワンリスでは， 7月から 11月にかけては多くの植物

が結実するため，この時期の食性は91%が種子や果

実となるが， 1月から翌年の6月にかけては，種子や

果実が 25%に減少し，大部分は花や葉，樹皮で占

められる。とくにツバキが主要な餌となる（田村，1990;

1996）。餌の供給量が劇的に減少するのは 12月から

5月にかけての時期であり，このため体重が落ちること

が指摘されている（Tamuraet al., 1989; Tamura and 

Terauchi, 1994）。

横浜市自然観察の森（横浜市栄区）における樹皮

食害の調査結果によれば？この森のタイワンリスの樹

皮喰いは11月から5月のみに見られ，とくに冬期に集

中している。樹皮喰いは冬期の餌不足によって発生

するのではなし、かと考えられている（篠原， 1999)0 一

方，伊豆大島のタイワンリスで、は昆虫を食べるために
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樹皮を剥ぐ可能性も示唆されている（園田ほか，

2001）。また，巣材としてスギの樹皮を剥ぎ取る行動が

鎌倉のタイワンリスで観察されている（中村， 1975）。

おわりに

鎌倉のタイワンリスには捕食者が少なく，原産地と

違ってとくにワシタカ類がほとんどいなし、。 だが一方

で，冬期の餌不足にさらされ，季節によって変動する

餌に依存して生きなければならない（Tamuraet al., 

1989）。今回の観察ではタイワンリスがキイロスズメパ

チの巣を破壊したことは確かであろうが，スズ、メパチの

巣中の何を食べたのかについては不明であるし， ま

た，スズ、メパチの反応もわかっていない。しかしなが

ら，原産地とは異なる環境下に定着していることから，

タイワンリスが在来生態系のなかで新たな食生態を開発

し，在来種に影響を与える可能性は今後もあるだろう。

謝辞

スズ、メパチ類の種の同定は神奈川県立生命の昼 ・

地球博物館の苅部治紀氏にしていただいた。同博物

館の高桑正敏博士は拙文をお読み下さり，適切な助

言をいただいた。また，森林総合研究所多摩森林科

学園の田村典子博士には文献の収集にご協力をいた

だいた。 これらの方々に衷心より御礼申し上げる。
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神奈川県下のタヌキ保護個体における亦癖の発生状況

かながわ野生動物サポートネットワーク

Kanagawa Wild Animal Support Network: Incidence of Scabies among Rescued 

Racoon dog Nyctθrθut，θs procyonoides in Kanagawa Prefecture 

調査方法

はじめに

近年，日本の各地で，タヌキ，カモシカ等の多種

の野生動物で昨癖の感染や蔓延が報告されている

（株式会社野生動物保護管理事務所， 1998）。

済癖はヒゼ、ンダニ （Sa.rcopt，θ＇Ssea，βiei) tこよって引

き起こされる皮膚病の一種であり， 感染動物との直接

接触によって伝播する。特にタヌキ（Jf少cte.reutes

p.rocyonoides）では，全身の脱毛が認められ，皮膚

が肥厚して象皮様化し，細菌による2次感染を引き起

こすなどして衰弱し， 死亡するケースが多い。また，

傷病野生鳥獣として救護される個体の保護原因として

大きな割合を占め，生息状況への影響も懸念される。

神奈川県内のタヌキにおける研癖については， 主

に神奈川県西部地域の聞き取り調査（株式会社野生

動物保護管理事務所， 1998），川｜崎地域での調査

（木下 ・山本， 1993），また1993年から 1995年の3

年間の神奈川県での調査（皆川ほか， 1996）等にお

いて，部分的に報告されているが，神奈川県全域を

対象とした，また，その発生が認められた当初からの

神奈川県内における傷病野生鳥獣の保護収容は，

センターと，神奈川県の委託により野毛山動物園，金

沢動物園及び横浜市立よこはま動物園で主に行われ

ている。このうち，横浜市立よこはま動物園は， 2000 

年より傷病鳥獣の受け入れを始めたため， 今回の調

査に含めず，センター，野毛山動物園及び金沢動物

園の3施設で保護されたタヌキの保護記録を， 1ft癖の

発生当初から収集した。

これらの施設（図1）では，神奈川県の傷病鳥獣

保護事業の一環として， 傷病鳥獣の受入に際して，

「神奈川県傷病鳥獣保護記録表」（1996年度より，県

下で統一した様式を使用。以下，記録表）への記録

を行二っている。

本調査では， 昨癖が認められた当初の 1989年か

ら， 1998年までの10年間分の記録表から， 保護され

たすべてのタヌキの保護年月日，保護場所，保護原

因，性別等の記録を収集した。それらを用い， 各施

設での保護状況，原因別保護の年次推移，月別推

移等を調べた。

保護原因は，記録表の記述に従い， 13f癖，交通
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事故及びその他に3区分した。その他は3 衰弱， わ

な，誤認保護，けが， 不明等と記述されていたもの

をまとめた。なお， その他の衰弱には，昨癖で衰弱

したものは含まれていない。また，例えば，hl癖と交通

事故のように保護原因が複数記載しであるものについ

ては重複して集計した。

記録の分析にあたっては，保護原因別に市区町

村を単位とした保護位置地図を年ごとに作製した。

また，土地利用状況別の保護状況について，神

奈川県「土地利用現況把握調査J（神奈川県企画部

企画総務室， 1989～1998）による記録を用い，県

全域を横浜 ・川｜！崎，三浦半島，県央，湘南，県西

及び津久井の6区域に分け（図1），それぞれの区域

の森林率，宅地（住宅地，工業用地等）率及び道

路（一般道路，農道，林道）率と，タヌキの保護状

況を比較した。土地利用の各比率は， 調査対象とし

た10年間で、大きな変動はなかったため，6区域でそ

れぞれ， 県土面積にしめる森林，宅地及び道路の割

合を 10年間の平均値で示した。

なお，今回の調査で記録表は年度単位で集計し

1989～1998年度までの記録を対象としたが， 1989年

l月に保護された， J肝癖での最初のl頭は 1989年度

の記録に含めて扱った。

調査結果

(1）各施設における保護状況（表1)

タヌキは3 1989～ 1998年までの 10年間で，言十

1,547頭保護され， うち 513頭（33%）が昨癖で保護

された。これは交通事故の385頭（25%）を上回って

いた。

(2）原因別保護数の年次推移（図2)

保護全体では，保護頭数は，1990年に急激に増

加した後， 1995年まで徐々に増加し， f芥癖の保護の

影響で1995年に最高となった後，近年は減少してい

る。

表1 各施設における亦癖タヌキ保護状況 （1989～1998年 ）

自然環境保金沢勤野毛山
全センター 物園動物園 計

保護記録調査開始年 1979 1989 1985 

f斉癖タヌキが保護され
始めた年 1989 1991 1993 

タヌキ全保護頭数 556 476 515 1 547 

内f芥癖タヌキ頭数 178 172 163 513 

f芥癖タヌキ割合（%） 32 36 32 33 
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昨癖による保護は，1989年にはじめて認められた

後， 1990～1995年にかけて増加し，1995年に 126

頭のピークを迎え，全体の保護原因の59%を占めるに

至った。その後，1996～ 1998年にかけては減少し

ている。

一方，交通事故による保護は，：別辞と比較すると，

大きな変動はないが， 近年は減少している。また，

1990～1992年はその他の原因による保護が多く，原

因の記載は不明，衰弱等が多く占めていた。

(3）土地利用状況別の保護状況（表2)

それぞれの区域のタヌキの全保護頭数と宅地率との

聞には正の相関関係が認められた（n=6,r=0.970, 

Pく0.01）。同様に研癖タヌキの保護頭数と宅地率との

聞にも正の相関関係が認められた（n=6, r=0.953, 

Pく0.01)。宅地率が高い地域ほど全保護頭数や癖癖

による保護頭数が多いとし、う傾向は， 区域聞の面積の

差異を考慮した保護密度で解析しでも同様に認められ

た（し、ずれもPく0.05）。一方，全保護頭数のうち，好F

癖による保護頭数の占める割合と宅地率の間では，

比較的高い相関係数（r= 0.745）が得られたが，有
意で、はなかった（P>0.05）。

(4）保護頭数の市区町村別年次推移（図3)

？？下癖タヌキが保護された市町村は，1989年の津久

井郡城山町および津久井町をはじめとして， 県北西

部から中部，東部にかけて，既発生市町キすから隣接

の市町村へ広がって行くような形で推移している。

ピーク時の1995年には，29市区町村で保護され，特

に横浜市南区，磯子区，金沢区，栄区および鎌倉

市で、多かった。

一方，交通事故やその他の原因での保護ではこの

ような傾向は見られず，横浜，川崎地域を中心として

1989年から常に県の広範囲で認められている。

なお，この10年間でほぼ県全域で癖癖が認められ

たが，一部の地域（小田原市，湯河原町，開成町，

大井町， 中井町，松田町， ）I ［崎市宮前区，中原区，

幸区，川崎区）で、は記録がなかった（図1）。

また， 一度保護が認められた後， 保護されなかっ

た年を聞にはさんで再度保護された市区町村数は，

昨癖で18, 交通事故で34，その他で33で、あった。

(5）その他

行F癖タヌキの保護場所は，人家の庭が多く，研癖

で保護された個体の125頭（26%）を占めた。ついで

道路が多く（9.7%），その他として畑，納屋，駐車場，

学校，会社等の敷地内等で、も保護された。



考察

1）癖癖の蔓延状況

結果から， 神奈川県内におけるタヌキでの研癖

は，この 10年間で交通事故による保護を上回り，保

護原因の l位 （33%）を占めていることが示された。

また，昨癖タヌキは一部の地域（小田原市，湯河

原町，開成町，大井町，中井町，松田町，川崎市

宮前区，中原区，幸区，川崎区）を除きほぼ全県

下で認められた。

この一部の地域のうち， 川崎市については， タヌ

キの生息が，川崎区を除いて確認されており，Hf癖

もこれらの地域内で確認されている（木下 ・山本，

1993，山本， 1991，山本 ・木下，1994；山本ほか，

1995）。小田原市周辺については，博物館に問い合

わせたところ， 1995年に小田原市でタヌキの脱毛個

体が認められているとのことであった（石原龍雄氏私

信）。また， 県西部地域で保護数が少ない理由とし

て，保護収容施設が離れていることが考えられる。こ

れらのことから，神奈川県においては，この10年間で

ほぼ全域にタヌキの昨癖が広まっていることがわかる。

2）排癖流行の年次推移

Hf癖は野生犬科動物に周期的に流行する感染症

といわれており， 南テキサスのコヨーテで、の流行は，

流行の発生から収束までおよそ 14年かかり， この流

行以前にも， 10年間，流行が認められたことを報告

している（Pence, 1994）。また人間の昨癖も，30年

周期で流行を繰り返しているとし、われている（大滝，

1995）。本調査では，研癖のタヌキの保護は， 1989 

年にはじめて認められた後，1991～ 1995年にかけて

増加し， 1995年にピークを迎え，その後1996～1998

年にかけて減少した。加えて， 1999及び2000年の

記録では保護頭数は85頭（うち研癖47頭）及び53

頭（うち昨癖27頭）とさらに減少しており，地域差は

認められるが， 県全体としては， 収束段階に向かっ

ていると考えられ，流行の周期性が示唆される。しか

し神奈川県内において，過去にもこのような研癖の流

250 -
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図2 タヌキの原因別保護数の年次推移
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行があったかは調べられておらず，不明である。

知床国立公園で、行われたキツネの調査で‘は，Hf癖

が認められた1994年を境にライトセンサスによるキツネ

の目撃数が有意に減少したことが報告されている（塚

田，1999）。また，スウェーデンの調査で、は，野癖の

流行によるアカギツネの個体数減少が報告されている

(Lindstrom, 1994）。今回の神奈川県でのタヌキの昨

癖の流行でも， Hf癖による保護頭数の減少とともに，

全保護頭数や交通事故による保護頭数が減少してい

ることから，済癖の流行がタヌキの生息数の減少をも

たらした可能性が示唆された。

3）癖癖タヌキの土地利用状況別推移

今回の調査の結果，宅地率の高い， 川崎 ・横浜

等の都市周辺部ほど， タヌキの全保護頭数および研

癖タヌキの保護頭数が多い傾向が認められた。

都市周辺部で、保護頭数が多い一因としては，保護

持ちこみ者が主に一般県民で、あり，宅地化による人目

のつきやすさによる発見 ・保護率の高さが影響してい

ることも考慮しなければならない。しかし，地域間の保

護頭数の差は大きく，発見 ・保護率の違いだけでは

説明できないと考えられる。おそらく，宅地率の高い

地域での保護は， この地域に多くのタヌキが生息して

いること， あるいは， この地域で研癖が特に流行した

ことを示しているのではなし、かと考えられた。宅地率の

高い地域でのタヌキの生息条件を考えてみると，

・タヌキはなわばり性が低く， 他個体との行動圏，

餌場の重複，家族間での休息場所やねぐらの共有な

どが確認されている（山本，1993，谷地森ほか， 1997)0

・タヌキは環境や食物の状況によって行動範囲が大

きく異なるとし、われ，川崎市では5個体の行動範囲の

平均面積が26.4ha（山本， 1993），神奈川県内で救

護され，その後三浦半島で放逐されたタヌキでは， 4

個体の行動面積は3.6～131.3haと報告されている（手

塚ほか，1999）。一方，長野県の亜高山地帯では

662.9haとの報告もある（山本， 1993)0 

・今回の調査では，餌付けをしてしも家の確認は行

えなかったが，保護場所の記録から，民家等の庭で保

護されているケースが多く， なんらかのかたちでタヌキ

に対して餌付けが行われてしも可能性が高い。また生

ごみの利用も報告されてしも（山本， 1993）。谷地森

らは，八王子市周辺のタヌキ脱毛個体についてのアン

ケー卜調査を行っているが，それによると， 脱毛個体の

目撃例が，自耳付けを行っていた家21件中，14件（66.7%)

から報告されたと述べてしも（谷地森・山本，1992）。

また＇ 11下癖の特徴として，ヒゼンダニは乾燥に弱く，
宿主を離れると2,3日しか生存できなし吐いわれている

が，その一方，低温や高湿度下においては2週間以
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表2 土地利用状況別保護件数

土地利用状況（%） * 1 保護原因別頭数（保護密度*4)

区域（面積100ha）宅地権2道路川森林 務癖 交通事故 その他 言十

横浜・川崎（578.7) 49.2 12.5 9.9 246 (0.43) 197 (0.34) 227 (0.39) 670 (1.16) 

三浦半島（206.5) 29.5 8.4 34.0 88 (0.43) 35 (017) 163 (0.79) 286 (1.38) 

県 央（383.2) 26.8 8.4 31.9 79 (0.21) 64 (0.18) 133 (0.35) 276 (0.72) 

湘 南（371.9) 26.7 8.3 26.5 77 (0.21) 55 (0.15) 80 (0.22) 212 (0.57) 

県 西（635.3) 7.1 3.0 69.2 16 (0.03) 11 (0.02) 25 (0.04) 52 (0.08) 

津久井（238.4) 3.5 2.6 78.2 4 (0.02) 7 (0.03) 9 (0.04) 20 (0.08) 

県全域 24.9 7.4 40.4 510 369 637 1516 

注 ）本1土地利用状況は1989年から 1998年までの平均値で算出 ；* 2宅地には住宅地，工業用地l その他の
宅地を含む l 本3道路には一般道路，農道， 林道を含む ，＊4保護頭数／区画面積（100ha）で示す

上生きたとの報告もある（Mellandy, 1942；大島，

1980）。

このように， 上記で示した，宅地率の高い地域で

のタヌキの生息状況と研癖の特徴を考え合わせると，

タヌキは条件のょいところでは行動範囲は狭く， 行動

圏が重なり， 高密度になりうると考えられ，ヒゼ、ンダニ

が寄生しているタヌキとの行動圏の重複や餌場の共有

により， 直接，または環境中に潜伏したヒゼ、ンダニが

間接的に， 容易に伝播するものと予測できる。

都市周辺部での，残存緑地，餌付け，生ごみの

利用等は， 高密度になる条件をそろえており，個体

間での接触感染の機会が増加する可能性が示唆され

た。しかし， 今回の結果では，宅地率の高い地域で

は，タヌキの全保護数に対する、肝癖タヌキの割合は，

多い傾向は認められたものの有意で、はなかった。タヌ

キの実際の生息数が不明なことからも，？？下癖が山間部

や農村部などより都市周辺部で流行しやすいもので

あったのかについては更なる調査が必要である。

タヌキは適応力に優れ，人聞社会にうまく適応して

生息しているともいえる。 しかし一方，都市周辺部で

は， 餌付けや地域的な過度の密度の上昇の可能性な

どの問題が生じ，このような大規模な感染症の流行を

引き起こす一因になっているとも考える。

今回の結果は，傷病鳥獣としてセンター及び両動

物園で保護された個体のみのデータであるため，ザ下

癖のタヌキの完全な分布や生息状況を示すものではな

い。しかし， 野生動物の保護管理を考えてして上で

の一つの資料として，継続的な調査による感染症流

行の動向把握等は必要であり，特に餌付け問題や開

発等に伴う一時的な生息密度の変化等の，感染症の

流行を促進すると推定される人為的な要因についても

調査してして必要がある。近年の研癖流行の確実な

原因については，調査や記録が不足しており，まだ
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不明である。そのため， 今後とも今回の調査で利用

したような記録の収集，蓄積は，重要であると考える。
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丹沢山地における小晴乳類の生息状況

山口喜盛

Yoshimori Yamaguchi: Present Status of Small Mammals in Tanzawa Mountains 

はじめに

丹沢山地における小暗乳類の生息状況について

は，今泉ほか（1964）と小林・山口（1971）が報告

しているが3 これらの調査からすでに30年以上が過

ぎている。また近年，丹沢山地の自然環境は悪化し，

稜線部の樹木の立ち枯れやニホンジカの採食圧による

裸地化など，森林生態系の衰退が深刻な問題となっ

ている（神奈川県環境部， 1997）。これらのことから，

現在の小日南乳類の生息状況を改めて把握することが

必要とされる。

筆者は 1997年から2002年の約5年間，生け捕り

式トラップを用いて地上棲の小日甫乳類であるネズミ類と

食虫類の捕獲調査を行ったので， ここにその結果を

報告する。

調査地および調査方法

丹沢山地は神奈川県の北西部に位置し， 東端の

大山（1252m）から西端の三国山（1320m）まで約30

kmにおよび，主峰の蛭ヶ岳1673mを中心にlOOOm以

上の峰々 がし、くつも連なり， 沢が入り組んだ急峻な地

形を築いている。植生は，最高峰でも 1700mに満た

ないので亜高山帯は存在せず， 800mほどより上部は

ブナなどの夏緑広葉樹林帯になる。それより下部は，

本来はカシやシイなどの照葉樹林帯だが， 現在は広

くスギやヒノキの人工林に変えられ， コナラやシデ？類，

カエデ、類などの二次林が急峻な場所や山麓などに残

されている。また，尾根筋や中腹域の一部には大木

からなるモミ林やウラジロモミ林のあるところもある。

一方，稜線のブナ林では，近年，大気汚染など

が原因と考えられている樹木の立ち枯れが進み， 増

えたニホンジカーの過度な採食圧による林床の裸地化が

広い範囲で起きており，森林生態系の衰退が進んで

いる（神奈川県環境部， 1997）。

調査は1997年5月から2002年9月まで、行った。環

境の違いによる生息状況を把握するために，ブナ林，

渓畔林，スギ ・ヒノキの人工林，耕作地 ・草地，コ

ナラ林に環境区分し， 32カ所で行った。
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ブナ林はブナを優占種とする落葉広葉樹林で，林

床はスズタケやミヤマクマザサなどのササ類，パイケイ

ソウやマルパダケブ、キなど、の草類，低木類，裸地など

様々で，標高は900～1670mで、あった。渓畔林は，

フサザクラやサワグ、ルミなどが見られる沢沿いの広葉樹

林で，林床植生は貧相で、ある場合が多かった。標高

は350～1050mで、あった。人工林はスギまたはヒノキ

の若齢から壮齢林で，若齢林の林床はススキなどの

草類，壮齢林で、は主にマツカゼ、ソワやテンニンソウな

どが疎らにある草類か裸地であった。標高は400～

lOOOmだ、った。 耕作地 ・草地は山間の田畑周辺や川

原の草地で，標高は 100～400mで、あった。 全調査

地における最低標高は lOOmで，最高標高は 1670m

で、あった。なお，標高は最高部を除いて50m単位で

地形図から読んだ。1回のトラップ設置数は7個～52

個で， 設置したトラップ。の合計は742個で、あったO

また， 丹沢の山麓である県自然保護センター（県

自然環境保全センター）野外施設の緑化見本園， コ

ナラ林， 湿地において， 春夏期（5月～6月）と冬

期（12月～2月）に捕獲調査を行った。上部の縁化

見本園は標高約lOOmで，底部の湿地はそれより約30

～50mほど下がった位置にあり，その聞の斜面にコナ

ラ林があった。トラップ設置数は合計270個で、あった。

緑化見本園は園芸種が植栽された生け垣などの庭園

で，コナラ林の林床はネザサ類や低木などが密生して

いた。湿地は谷戸田を改良して池や湿生草地などに

変えられていた。

調査地点は図 1のとおりで， トラップ。の総設置数は

1012個で、あった。

捕獲に使用した生け捕り式トラップ。は， 折り畳み式

捕鼠器（北海道森林保全協会製）とシャーマントラッ

フ。で、同型式のもので、あった。餌にはオートミールを使

用した。効率よく捕獲するために， ネズミ類や食虫類

が開けたと思われる坑道の入り口や，倒木や岩の横，

木の根本など， 地上棲小日甫乳類の通り道や隠れ家に

なるような所にトラップ。を設置した。トラッフ。は線状に設

置し，登山道沿いで、あることが多かった。トラップ。の設



図1 調査地

置間隔はおおむね 15～30mくらいで， 環境が変

わった場合は， 最大で50mくらいが開くこともあった。

設置は夕方に行い，翌朝回収し，捕獲した個体は種

を判定してから放野した。

なお，捕獲調査の他に，調査期間中に確認され

た小暗乳類も記録した。

また，種名及び学名は阿部（2000）にしたがった。

調査結果及び考察

1. 確認された小暗乳類

今回の捕獲調査では， ネズミ類は， ヒメネズミ

Apo dθmus argθ刀teus, アカネズミApodemus

spθciosus，ハタネズ、ミMicrotusmo刀tθbe！.ぶスミスネ

ズミ Bothθ•nomyssmithil；カヤネズミMicromysminutus 
の5種を，食虫類は，ヒミズUrotrichustalp01；ぬふニ

ホンジネズミ Crociduradsinezumiの2種を確認した

（表1,図2）。この他，ネズミ類ではドブネズミRattus

刀orvegicusを丹沢湖畔の道路で牒死体を確認し

(1998 8.9), 八丁の畜舎内で 3頭を目撃した

(1999.3.3）。クマネズ、ミRattusrattusは札掛の国民宿

舎内で目撃した（2002.9.16）。食虫類は，カワネズミ

Chimarrogale platycephalaを玄倉）11の支流である雨山

沢でフk面を泳ぐ個体を目撃し（2002.1.6),札掛タラ
イ小屋沢の養魚場ではしばしば目撃している。アズマ

モグラ Mag.θ•ra imaizUl刀／は，高松山の道路脇で艶死

体を拾得しており（2001.5.15), ニホンジネズミは， ヤ

ピツ峠の小屋の倉庫内（1999.12.27), 中川の西丹沢

78 

ト～ーー一一一一ー一ーー.

2＂嗣

自然教室前（2000.2.2），丹沢湖畔の公園（2001.2），玄

倉の丹沢湖ビジターセンター前（2001.4.26）で艶死

体を拾得し， 自然保護センター野外施設の木道上で

弊死体が目撃されている（羽太博樹氏， 1997.10.21,

11.4, 11.11）。ヒミズは不動の峰付近の標高約1500mで、

弊死体が拾得され（門脇厚子氏， 1998.10.2),自然保

護センター野外施設の木道上で艶死体が目撃されてい

る（羽太博樹氏， 1997.10.16, 1998.4.3, 11.10）。

以上，今回の調査でネズミ類7種と食虫類4種を確

認した。また， これまでの丹沢山地におけるネズミ類

と食虫類の記録（浜口ほか，1997）と比較して，新

たに確認された種はなかった。

小林 ・山口（1971）の報告と比較してみると， 今

回の調査で確認できなかったのはヒメヒミズ、だ、けで、あっ

た。これによれば，ヒメヒミズ、は犬越路付近（900m），槽

洞丸山頂付近（160lm），蛭ヶ岳山頂付近(1673m）の3

カ所で捕獲されているが，今回の槍洞丸と蛭ヶ岳～丹

沢山の稜線部に仕掛けたトラッフ。には掛からず，ヒミズ

の方が捕獲された。小林 ・山口（1971）は，丹沢山地

のヒメヒミズは高所の限られた地域に分布する残存種

で，勢力の強し＼ヒミズ、との威力競合によって， 将来は

自然に絶滅するとしている。また，木村（1984）は，

ヒメヒミズは自然度の高い森林に見られるのに対してヒ

ミズは自然度の低い植生に見られるとしている。このよ

うなことから， 丹沢山地のヒメヒミズはヒミズとの種間競

争や狭小な生息環境に加えて，稜線部のブ、ナ林の衰

退が追い打ちをかけていることも推察される。



表1 生け捕り式捕鼠器による小哨乳類の捕獲記録

No. 調査場所 捕獲日 Trap数 A.a A.s E.s Miro M百U.tC.d 環 境 標高（m)

1 仲の沢 1997.5.28 19 3 1 渓畔林 750-850 

2 八丁 1997.6.06 7 1 渓畔林 350 

3 檎桐丸 1997.6.06 15 2 1 ブナ林ササ 1000 

4 平山 1997.9.30 14 畑周辺 100 

5 谷峨 1997.9.30 14 1 畑周辺 300 

6 浅間山 1998.1.05 18 2 1 果樹園 ・草地 200 

7 用沢 1998.1.05 8 2 畑周辺 ・草地 200 

8 槍洞丸 1998.5.11 20 3 3 ブ、ナ林一パイケイ ソウ 1500

9 槍桐丸 1998.5.11 20 3 ブナ林一裸地 1350 1500 

10 用沢 1998.5.20 10 1 1 休彩｜田 200 

11 用沢 1998.5.20 8 4 ススキ草地 200 

12 用沢 1998.5.25 20 1 畑周辺 200 

13 ＝国山 1998.5.21 22 5 2 ブナ林一低木 900-1000 

14 中川 1998.6.01 30 1 スギ ・ヒノキ林（壮） 400 

15 丹沢山一蛭ヶ岳 1998.9.25 52 1 2 1 ブナ林 ササ 1450-1670 

16 大野山 1998.10.03 20 1 コナラ林一低木 350-400 

17 川西 1998.10.04 15 1 畑周辺 200 

18 谷峨 1998.10.04 14 3 畑周辺 300 

19 菰釣山 1998.11.03 27 1 0 1 ブナ林ササ 1150-1200 

20 高松 1998.11.05 10 2 1 畑周辺 400 

21 白石沢 1998.11.05 20 5 1 2 渓畔林 600-650 

22 菰釣山 1998.11.10 13 2 1 渓畔林 1000-1050 

23 玄倉 1998.11.10 16 1 2 スギ林（壮） 400 

24 菰釣山 1998.11.16 16 3 1 1 渓畔林 850 

25 大又沢 1998.11.16 18 2 2 1 2 渓畔林 500 

26 丹沢山一蛭ヶ岳 1999.10.03 48 1 5 1 1 ブナ林ーササ 1450-1670 

27 堂平 1999.10.20 40 6 2 ブナ林一裸i也＋草地 1200

28 菰釣山 1999.1 I.16 24 2 1 1 ブナ林ササ 1150-1200 

29 四十八瀬川 2000.2.10 20 5 1 川原草地 200 

30 水ノ木 2000.4.17 28 1 渓畔林 700-800 

31 キu卦 2002.8.17 26 2 渓目半林 500 

32 菰釣山 2002.8.26 33 3 3 ブナ林一ササ 1150-1200 

33 明神峠 2002.8.30 32 6 1 ブナ林一低木 1000-1050 

34 堂平 2002.9.2 30 2 スギ ・ヒノキ林（壮） 900-1000 

35 ヤビツl峠 2002.9.3 15 1 1 ヒノキ林（若） 750 

742 56 55 6 3 2 10 1 133 

捕獲率 7.55 7.41 0.81 0.40 0.27 1.35 0.13 17.92 

優占度 42.11 41.35 4.51 2.26 1.50 7.52 0.75 100 

A.a : Apodemus argenteus （ヒメネスミ）, A・s: Apodemus speciosus （アカネズミ ）, E.s : Eothenomys smithii （スミスネズ

ミ）, M.mo : Microtus montebelli （ハタネズミ ）, M.mi : Micromys minutus （カヤネズミ），

U .t : Urotrichus talpoides （ヒミズ）, C.d : Crocidura dsinezumi（ニホンジネズミ）
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図2 捕獲されたネズミ類と食虫類

80 



表2 丹沢山地における環境別小晴乳類の生息状況

環境 Trap数 A.a A.s E.s M.rno M.mi U.t C.d 

ブナ林 333 捕獲数 36 24 2 2 。 3 。 67 
捕獲率 l0.81 7.21 0.60 0.60 。 0.90 。 20.12 
｛亙占度 53.73 35.82 2.99 2.99 。 4.48 。 100 

渓目半林 147 捕獲数 17 6 4 。 。 4 。 31 
捕獲率 I l.56 4.08 2.72 。 。 2.72 。 21.09 
｛憂占度 54.8 19.4 12.9 。 。 12.9 。 100 

スギ ・ヒノキ林 91 J市j量生土 3 3 。 。 。 2 。 8 

捕獲率 3.30 330 。 。 。 2.20 。 8.79 

優占度 37.5 37.5 。 。 。 25.0 。100 
農耕地・ 草地 151 捕獲数 。 21 。 2 26 

捕獲率 。 l3.91 。 0.66 1.32 0.66 0.66 17.22 

優占度 。 80.8 。 3.8 7.7 3.8 3.8 100 

コナラ林 20 捕獲数 。 。 。 。 。 。
捕獲率 。 5.00 。 。 。 。 。 5.00 

優占度 。 100 。 。 。 。 。100 
言十 742 捕獲数 56 55 6 3 2 10 133 

捕獲率 7.55 7.41 0.81 0.40 0.27 1.35 0.13 17.92 

イ公占度 42.11 41.35 4.51 2.26 1.50 7.52 0.75 lOO 

A.a ・ Apodemus argenteus （ヒメネズミ）, A.s Apodemus speciosus （アカネズミ）, E.s . Eothenomys smithu 
（スミスネズミ）, M.mo Microtus montebelli（ハタネズミ）, M.rni Mにromysminut川（カヤネズミ），
U.t U1 otrichus talpoides （ヒミズ）, C.d Crocidura dsinezumi （ニホンジネズミ）

2. 小暗乳類相

設置したトラッフ。742個で捕獲できたネズミ類及び

食虫類の数は133頭（捕獲率17.92%）で、あった（表

1）。その内訳は， ヒメネズミ56頭（捕獲率7.55九），

アカネズミ55頭（捕獲率7.41%），スミスネズミ6頭（捕

獲率0.81%），ハタネズ、ミ3頭（捕獲率0.40%）， カヤ

ネズミ2頭（捕獲率0.27%), ヒミズ10頭（捕獲率

1.35%)' ニホンジネズミl頭（捕獲率0.13%）で、あっ

た。ネズミ類では， ヒメネズミ（優占度42.11%）とア

カネズミ（優占度41.35%）がほぼ同じで高く優占して

おり，スミスネズミ（優占度4.51%），ハタネズミ（優占

度2.26%），カヤネズミ（優占度 1.50九）はきわめて低

かった。食虫類では3 ヒミズ（優占度7.52%）が高く，

ニホンジネズミ（優占度0.75%）はきわめて低かった。

今回の捕獲方法は，地中に生活の基盤のある食虫類

には適合しτいないため，食虫類の捕獲状況は信頼
性の高い生息状況を表しているとはいえないが，それ

でもヒミズがヒメネズミとアカネズミを除いたネズミ類とニ

ホンジネズ、ミに比べて高かったのは， 個体数の多さを

示しているものと考えてよいだろう。

環境別の生息状況を表2に示した。 ブナ林

(20.12%）と渓畔林（21.09%）の捕獲率はほぼ同じで、，
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農耕地 ・草地（17.22%）はやや低くなり，スギ・ヒノキ

林（8.79%）はさらに低かった。最も低かったコナラ林

(5.00%）はトラップの設置数が少なかったので、比較の対

象にはならないが， 自然保護センター野外施設のコナ

ラ林（11.48%）は， それよりも高くなっていた（表3）。

プナ林ではヒメネズミとアカネズミが優占していた

が3 ピメネズ、ミの方が高かった。しかし， 同じ場所で

数回行い， トラップの設置数が多かった，蛭ヶ岳～丹

沢山と菰釣山の2カ所のブナ林を比較してみると，ヒメ

ネズミとアカネズミの優占度はほぼ反対の傾向を示して

いた（表4）。また，菰釣山の方が捕獲率が高く，ヒ

メネズ、ミは圧倒的に高かったが， アカネズミはどちらも

低く大きな差はなかった。これは，ヒメネズミは高木層

の発達した森林を選好する （Shioyaet al., 1990）こ

とから，菰釣山のブナ林の方が自然度が豊かで，

蛭ヶ岳～丹沢山のブ、ナ林が衰退している現状（神奈

川県環境部， 1997）を反映しているものと考えられる。

渓畔林では， 高木層は発達していたが林床は貧相で、

あったことから， ヒメネズミは高く，下層植生の発達した

環境に選好性があるアカネズミ（Nishikata,1981 ; Shioya 

et al., 1990）は低かったものと考えられる。これらのこと

は， 農耕地 ・草地でヒメネズミが捕獲されず， アカネズ



表3 県自然保護センター野外施設における小哨乳類の生息状況

湿地 コナラ林 見本闘

種名 春反季（47) 冬季（56) 春夏季（46) 冬季（76) 春夏季（26) 冬季（19) 計（270)

捕獲数 14 14 6 8 5 4 5 l 

アカネズミ 捕獲率 29.79 25.00 13.04 I 0.53 19.23 21.05 18.89 

捕獲数 2 。 。 。 。 3 

カヤネズミ 捕獲率 2.13 3.57 。 。 。 。 l. l l 

( ) Trap数

表4 蛭ヶ岳～丹沢山と菰釣山のブナ林における生息状況の比較

trap数 A.a A.s E.s 恥1.mo U.t 言十

蛭ヶ岳～丹沢山 100 捕獲数 2 7 。 2 12 

捕獲率 2.00 7.00 。 2.00 l.00 12.00 

優占度 16.67 58.33 。 16.67 8.33 100 

菰釣山 84 捕獲数 15 4 。 21 

捕獲率 17.86 4.76 1.19 。 1.19 25.00 

優占度 71.43 19.05 4.76 。 4.76 JOO 

A.a : Apodemus argenteus （ヒメネズミ）, A.s Apぱemusspeciosus （アカネズミ）, E.s : Eothenomys smith11 
（スミスネズミ）, M.mo J'vficrotus montebelli（ハタネズミ）, M.mi ・ lvlicromys minutus（カヤネズミ），
U.t : Urotrichus talpoides （ヒ ミズ）, C.d Crocidura dsinezumi （ニホンジネズミ）

ミが優占していたことと同じものと考えられる。 スギ ・ヒノ

キ林でアカネズミ，ヒメネズ、ミ共に低かったのは， 林相が

単純で、林床も貧相で、あったことによるものと思われる。

スミスネズ、ミの捕獲率は低かったが，ブナ林と渓畔

林で捕獲された。渓畔林の方が高かったのは，本種

が湿潤な環境を好む（阿部ほか， 1994）傾向を示し

ているものと思われる。ハタネズ、ミも捕獲率は低かった

が， ササ類の密生したブナ林とミカン畑としづ極端に

異なる環境で捕獲された。ハタネズミは草原的な環境

を主な生息場所にするが（阿部ほか， 1994），今泉

ほか（1964）は塔ノ岳のブナ林で，小林・山口（1971) 

は塔ノ岳， 櫓洞丸， 蛭ヶ岳の頂上付近のブナ林で捕

獲していることから，これは高所のプナ林と山麓の農

耕地に生息するとし、う，本種の丹沢山地における分

布の特性とみられる。カヤネズミは休耕固と）11原の草

地で1頭ずつ捕獲され3 自然保護センターの湿地でも

捕獲された。古巣は丹沢湖畔の草地（1997.1.6），皆

瀬川の川原（1997.1.2），大野山牧場の土手

(1997.1.6），谷峨の休耕回 （1997.1.2) などで、見つ

かったことから，山麓の草地に局所的に分布している

ものと思われる。ヒミズはほとんどの環境で捕獲したこ

とから，様々な植生に生息しているものと思われる。
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ニホンジネズ、ミは農耕地の土手の草地で1頭を捕獲し，

山麓やヤビツ｜｜点で繁死体の目撃記録があった。アズマ

モグラは高松山で、弊死体を拾得しただ、けだ、が様々 な場所

でモグラ塚が見られることから，これらは広い範囲に生息

しているものι思われる。カワネズミは雨山沢とタライ小屋
沢で目撃したが，水辺で、トラップを仕掛けなかったので、

今回の調査で、は生息状況を把握することはで、きない。

厚木市七沢の県自然保護センターの捕獲調査で

は，アカネズミとカヤネズミの2種が確認された（表

3）。いずれの環境で、も春夏期と冬期に捕獲率の差は

ほとんどなく，アカネズミは春夏期，冬期ともに湿地に

多く，次に見本園に多かった。湿地ではカヤネズミが

確認されたが， アカネズミの方が多く捕獲された。 ト

ラッフ。の設置数が少ないため調査は十分とは言えない

が，これらの結果は，アカネズミが森林よりも草地や撹

乱された環境を好む傾向を示しているものと思われる。

各環境で捕獲された種数は， 多いJI聞にブナ林が5

種 ，農耕地 ・草地が5種，渓畔林が4種，スギ ・ヒノ

キ林が3種，コナラ林が1種で、あった。コナラ林で少

なかったのは， 調査カ所数が少なかったことによるも

のと思われ，広い範囲で調査を行えば，他にヒメネズ

ミ，ヒミズ， ニホンジネズミなどが捕獲される可能性が



表5 丹沢山地における小晴乳類の垂直分布 （捕獲率%）

標高（m) Trap数 A.a A.s E.s M.mo M.mi U.t C.d 言十

100～400 168 0.60 11.90 。 0.60 119 0.60 。 14.88 

400～ 700 120 7.50 5.83 0.83 。 。 5.00 0.83 20.00 
700～ 1000 130 10.00 4.62 1.54 。 。 。 。 16.15 

1000～ 1300 184 13.59 6.52 l.63 。 。 109 。 22.83 

1300～ 1670 140 5.71 7.14 。 1.43 。 0.71 。 15.00 

A.a : Apodemusα弓enteus（ヒメネズミ）, A.s . Apodemus speciosus （アカネズミ）, E.s Eothenomys smith11 
（スミスネズミ）, M.mo : J¥;ficrotus montebelli （ハタネズミ）, M.mi : 1Vficromys minutus （カヤネズミ）' U.t . 
U1 otrichus talpoides （ヒミズ）, C.d : Crocidura dsinezumi （ニホンジネズミ）

あるだろう。スギ ・ヒノキ林は多様性が低いので他の

環境に比べて劣ると思われるが， 他の環境は種構成

は異なるが種数はあまり変わらなしものと思われる。

垂直分布状況を表5に示した。もっとも捕獲率が高

かったのは， 1000～1300mの22.8%で，次いで400

～700mの20.0%，他は 15%前後で、あった。種別に

みると，ヒメネズミは全域で捕獲され，標高が高くなる

にしたがって捕獲率は高くなったが，1300m以上で、は

低くなった。また400m以下で、はきわめて少なかった。

アカネズミも全域で捕獲されたが， 400m以下の低地

に高く， それより上部で、はヒメネズミより低かったが，

1300m以上で、はやや多かった。この結果は， ヒメネズ

ミは高木層が発達した森林を選好し， アカネズミは下

層植生が発達し 草本類の繁茂する環境に選好性を

示す（Nishikata,1981 ; Shioya et .al., 1990）ことと一

致している。つまりヒメネズ、ミの分布状況は，標高が高

くなるにしたがって森林が発達することを示すとともに，

高標高地ではブナ林の衰退が影響しているのであろ

う。 一方， 400m以下で、アカネズ、ミが高かったのは，調

査を行った場所のほとんどが草地で、あったからである。

スミスネズミは400～ 1300mで少数が捕獲された。

これは本種が好む湿潤な森林（阿部ほか， 1994）が

中腹域にあることと関係があるものと思われる。ハタネ

ズミは400m以下と1300m以上である低地と高地で捕

獲された。これは，前述したように丹沢山地における

本種の生息分布の特徴といえよう。 カヤネズミは

400m以下で捕獲され，巣が目撃された大野山牧場

は約650mで、あった。本種は，通常は低地の草地に

生息するが，標高 800mのヤビツ峠で捕獲されたこと

があり（今泉ほか， 1964），箱根の金時山では標高

1200mあたりで記録があることから（田代， 1961），ス

スキなどイネ科草類がまとまってあればさらに高所にも

生息しているかもしれない。ヒミズは400～700mに多

く， 蛭ヶ岳の山頂で、も捕獲され， 1500m付近の不動

83 

ノl峰でも死体が目撃されたことから山麓から山頂まで広

く分布していると，思われる。ニホンジネズミが確認された

標高は，最低は自然保護センターの約 lOOmで最高は

ヤビツ｜峠の約760mで、あった。小林・山口（1971）で、も900m

を超える標高では記録されていないので， それよりも高

所には生息していないか，いても少なしものと思われる。

小林 ・山口（1971）は，丹沢山地では標高が高く

なるにしたがって地上棲小噛乳類梱の種類組成は複雑

になる傾向がみられるとしているが，これは高所を重点

的に調査したことによるものであろう。垂直的に広い範

囲で、行った今回の調査で、は種数の差が少なかったの

で，丹沢山地における地上棲小晴乳類の垂直分布に

おける種組成の複雑性は変わらなしものと考えられる。

おわりに

今回の調査は， 各環境におけるトラップ。設置数が

詳しく分析するには 卜分といえるほど、の数で、はなかった

が，広い範囲で実施したことから，丹沢山地における

地上棲小噛乳類の生息状況はこれで大方把握できた

ものと思わnる。
しかし， 主に地中で生活するモグラ類は今回の捕

獲方法では捕らえにくく， 7j（辺に生息するカワネズ、ミは

捕獲の対象としなかったため， 今後はこれらの種を重

点とした生息調査を行う必要がある。特に，今回，生

息、の確認がで、きなかったヒメヒミズは個体数がきわめて

少なしせ考えられるので， 詳しい生息状況を調べる必

要がある。近年，森林における土壌動物相の衰退が

懸念され，沢環境が河川改修や堰堤工事などにより

悪化していることから，これらの調査は急務である。

また， 須田ほか（2001）は日光において，ニホ

ンジカの採食による植生撹乱がアカネズミの個体数へ

影響を与えることを確認しているので， 丹沢山地でも

小噛乳類に与えてしも影響を調べる必要があるだろう。
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神奈川県産昆虫腸内寄生菌の一種Harpellamelusinae 

（トリコミケテス綱：ハJレペラ目）の記録

佐藤大樹・出川洋介

Hiraki Sato and Yousuke Degawa: Harpella melusinae, a Gut-living Fungus of 

Black Fly Larvae: a New Record in Kanagawa Prefecture, Japan 

Summary: Harpella melusinae was collected for the first time in Kanagawa prefecture, from a species 

of black fly larvae, Simulium (Simulium) japonicum. Larvae of the insect were collected at a small 

stream beside Tetsugyu-Osho・Jutou(100 m above sea level) near Kanagawa Prefectural Museum of 

Natural History, Iryuda Odawara, Japan. All the eleven larvae examined by dissection were infected 

with this fungus and each individual showed more than one hundred thalli in its midgut. Simulium 

（丘imulium)japonicum is a new host record for H melusinae. 

序論

昆虫と菌類にはいろいろな係わり合いがある。昆虫

を殺す菌，昆虫の体表や腸内に付着生活するが殺さ

ない菌，昆虫の餌になる菌等様々である。トリコミケテ

ス綱の菌類は接合菌門に属し，寄主となる節足動物

を殺すことなく， その腸に寄生生活している菌類であ

る（Lichtwardt,1986）。昆虫をはじめ，ヤスデ，カニ

など多くの分類群にまたがる節足動物の腸壁に，ホノレ

ド、フアスト（holdfast）と呼ばれる付着器で付着して， 腸内

容物から栄養を得ている。胞子は腸内で形成され，

l工円から排出された後， 経口的に新たな感染源となる

(Lichtwardt, 1986）。特別な例としては， ハルペラ自

の菌では，寄主の卵巣に侵入してそこで休眠胞子を

形成することが知られている。その休眠胞子が産卵時

に卵殻の表面にまぶされ，親から子へ直接感染する

可能性が指摘されている（Mossand Descals, 1986; 

Lichtwardt, 1996）。トリコミケテス綱には今まで、に4目

7科55属226種知られてしもが（Misraand Lichtwardt, 

2000), 日本からは約20種が知られているに過ぎない

(Lichtwardt et al.,1987; Sato et al. 1989; ｛左目泰， 2000）。

神奈川県内のトリコミケテスについては， 1964-

1966にかけて全国調査の一環として， 三浦郡葉山町

森戸海岸と横浜市金沢八景において調査され，海岸

の節足動物に寄生する2種が報告されたのみで、あった

(Lichtwardt et al., 1987）。そこで今回は，淡水棲昆

虫の腸内に生息するトリコミケテス菌類の探索を試み

た。その結果，Harpθ＇llamelusinaθLeger and Duboscq 

を高確率で発見できたので報告する。
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材料と方法

寄主となるブ、ユ幼虫は2002年4月28日に小田原

市入生田，鉄牛和尚の寿塔付近の沢（標高 lOOm）で、

採集した（者日道府県別メツシユマツフ

シユコ一ド、52396089；環境庁， 1997）。強くあわ立っ

た渓流に沈んだ石（20×20×lOcm程度）の表面から

ブユの幼虫と踊を， ヒ。ンセットで、約20匹摘み採った。

採集を行った石の上には幼虫数百匹が群れていた。

採集した寄主は直ちに生命の星・地球博物館に持ち

帰り，佐藤（2002）を参照し，実体顕微鏡下で11頭の幼

虫を解剖した。 出現した中腸の囲食膜を餅｜！なピンセッ

トでつまみ出して内容物を水で、洗い流し，新たに水で

入して菌の有無を観察した。その後， 乳酸で封入し直

して保存プレパラートとした（KPM-NC0010603）。細部の

観察は保存プレパラートを用いて行った。

寄主の同定用標本として，幼虫，踊を70%アルコー

ルで、固定した。

結果

寄主は， 川合(1985）を参照し，幼虫，輔の形態よ

17シマゲラブユ Simulium(Simulium japonicum 

Matsumura, と同定した。

11頭の幼虫を解剖し， その全てから囲食膜に付着

した菌体が見つかった（図 1,2）。11頭が皆，100菌

体以上に寄生されていた。付着器（holdfast）は菌の基

部から腸壁の方向に円錐状に窄まった状態を示すが，

付着部位で、は円盤状に広がっていた（図3）。円盤部の直

径約6μ m。菌体は，分枝せず，全体で約300μ m, 

1-3個の隔壁を持ち，先端の細胞からは頂点から少し



図1-4.Harpel/a melusinae. 1.成熟菌体くさび印 囲食膜，2若い菌休スケール 100μ m （図 1,2共通）。 3付着器（holdfast）.矢印

で示したスケール 10μ m; 4.後腸で観察された離脱した胞子（矢印）スケール 100μ m 

ずれた位置から，それ以外の細胞では上部の隔壁の

直下から斜め上方に胞子（trichospore）が形成される（図

5-7）。胞子ははじめ円柱状だが（図 5）成長と共に曲

がってソーセージ形をなし（図6），最終的には「の」の

字状の形態を示して成熟する（図4,7）。離脱した胞子

の長さは100128.6 μ !Tl (117.2 ± 9.2＝平均土標準偏

差， N=l6）、幅は6.58.0 μ m (7.6 ± 0.4＝平均±標準

偏差， N=l6）で、あった。胞子の離脱部には数本の付

属糸（appendage）が認められた（図8）。付属糸は離脱

前にも菌体内で認められた（図7）。後腸内に，離脱し

た胞子を観察できた（図4）。菌体同士が吻合している

状態が観察されたが接合胞子は認められなかった（図

的。これらの特徴から，Lichtwardt (1986）を参照し，

Harpθ・Jla melusinaeであると同定した。

考察

現在までに神奈川県からはトリコミケテスは2種報告

されていた。アセラリア目アセラリア科のメ＼se/larialigiaθ 

Tuzet and Manier （横浜市金沢八景，寄主フナムシ，

Ligia exotica Roux), およびエクリナ目エクリナ科の

Taeniella carcini Leger and Duboscq （三浦郡葉山町

森戸海岸，寄主：ヒライソガニ Gaeticθぬρ1ressus(de 

卜laan），アカテガニ， 5θsarmahθmatochθ／｝喝（deHaarn)) 

の両者または一方である（Lichtwardtet al., 1987）。
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同論文中，後者 T.carciniの寄主については，全国

調査をまとめた結果として上記の2種のカニを記述して

おり，森戸海岸で得られた土 carCJi1iの標本が，両種

のカニから得られものなのか， 一方のみから得られた

ものなのかは不明である。今回の調査により新たに

HarpθJla mθ・Ju sin aθが観察され， 神奈川県産のトリコミ

ケテスは計3種となった。 H. melusfi7aeは，多くのブ

ユ科の幼虫を寄主とするとされるが，日本国内では現

在までに， 同定された寄主はウチダツノマユブユ

Simulium （θusimulium) uchidai (Takahasi），と S.

decorum Walkerの2種に限られている（Lichtwaradet 

al., 1987）。なお，s. d，θcorum Walkerは現在，オ
オア、ンマダラブユS.(Siinulium) mkkoθ刀5θShirakiと呼

ばれている（高岡・岡沢， 1988）。今回の寄主アシマダ

ラブユ， Simulium (S1inu!ium) j aponicumは国内におい

て同定された3種類目の寄主となる。

Harpella mθ•Ju sin aθで、は接合胞子が知られているが

(Lichtwarclt, 1967; Moss and Lichtwardt, 

1977），大変まれであり，数匹の幼虫からの記録に

過ぎなし、（Lichtwardt,1986）。過去の日本の記録

でもH melusli1aeの菌体の吻合は観察されているが，

接合胞子は観察されていない（Lichtwardtet al., 

1987）。今回も同様であり今後接合胞子の発見が待た

れる。



図5-9.Harpel/a me/usinae. 5.胞子未形成と形成途中の若い菌体スケール20μ m；くさび印 隔

壁、矢印若い胞子スケル20μ m; 6.形成途中のソーセージ形の胞子くさび印困食膜ス

ケール 10μ m; 7.成熟した胞子矢印 菌体内の付属糸（appendage）スケール 10μ m; 8離脱

した胞子（trichospore）.くさび印付属糸スケール10μ m; 9.吻合した菌休矢印吻合部スケ－

JI, 10 μ m 
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